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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴
い
、国
か
ら
４
月

７
日
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、感
染
症
拡
大
防
止
策
と
し
て
、引
き
続
き
小
・
中
学

校
の
休
校
や
公
共
施
設
の
休
館
、イ
ベ
ン
ト
の
中
止
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、手
洗

い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
徹
底
し
、密
閉
、密
集
、密
接
の
３
つ
の

密
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、不
要
不
急
の
外
出
は
避
け
る
等

の
対
策
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
皆
様
の
大
事
な
命
を
守
る
た
め
で
す
。
御
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
後
も
、国
や
県
、市
が
発
信
す
る
情
報
に
留
意
し
、冷
静
な

行
動
を
心
掛
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
２
年
４
月
15
日
　
新
座
市
長
　
並
木
　
傑

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

市制施行50周年！

 1970・2020 1970・2020 1970・2020

　
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、広
報
に
い
ざ
５
月
号
に
掲
載
し
た

内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、中
止・延
期
が
決
定
し
た
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
情
報
を
随
時
、更
新
し
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課(

☎
０
４
８‐

４
２
４‐

９
６
０
０)

【
感
染
症
拡
大
防
止
】

▲詳しくはこちら

志木駅南口地下
自転車駐車場が
４月から
  新オープン！

特集 交通安全・防犯

マ
サ
ル

広
報 新座市は

東京2020オリンピック・パラリンピック
射撃の競技会場です 2020
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交通安全・防犯 交通防犯課（☎０４８-４７７-２４８４）問合せ

絶
対
や
め
よ
う
！

「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」

子
ど
も
た
ち
を

犯
罪
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

埼
玉
県
で
は

自
転
車
保
険

へ
の
加
入
が

義
務
で
す

児
童・高
齢
者
用

自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト

購
入
費
の一部

補
助

振
り
込
め
詐
欺

な
ど
の

特
殊
詐
欺
に

ご
注
意
を

■不審者事案発生件数

特集交通安全・防犯特集

１
年
以
下
の
懲
役
又
は

30
万
円
以
下
の
罰
金

不
審
者
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　さまざまな犯罪から身を守るためには、一人ひと
りが常に防犯意識を持つことが重要です。
　身近な犯罪に備え、被害にあわないために、「自分
は大丈夫」「私の家族は安全」と考えずに、普段から
通勤・通学で使う道や不審な電話の対処方法などに
ついて、家族で話し合うようにしましょう。

　自転車は、道路交通法で「車両」に含まれています。そ
のため、自動車と同様に、信号や道路標識を守り、原則、
車道の左側を走る必要があります（13歳未満又は70歳以
上の方、身体に障がいがある方は歩道通行可）。やむを得
ず歩道を走るときは速度を落とし、歩行者を優先しまし
ょう。
　自転車に乗るときは、自分は「車両」だと意識すること
が重要です。

こども１１０番の家
とは……

　
市
内
で
児
童・生
徒
や
女
性
を
狙
っ
た
、身
体
の
接

触
や
声
掛
け
な
ど
の
犯
罪
を
行
う
不
審
者
事
案
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
事
案
の
多
く
が
下
校・帰
宅
時
間
帯
の
夕
方
か
ら
夜

間
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
帰
宅
時
は
で
き
る
だ
け
人

通
り
の
多
い
道
を
選
ぶ
な
ど
し
て
、犯
罪
の
被
害
を
避

け
ま
し
ょ
う
。

　
令
和
元
年
12
月
１
日
か
ら
道
路
交
通
法
が
一
部
改

正
さ
れ
、罰
則
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
歩
き
な
が
ら
や
、自
動
車・自
転
車
を
運
転
し
な
が

ら
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用（「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」）、

運
転
中
の
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
装
置
の
注
視
な
ど

は
、大
変
危
険
で
す
。
画
面
に
意
識
が
集
中
し
て
し
ま

い
、周
囲
の
危
険
を
発

見
で
き
ず
、事
故
に
つ

な
が
り
ま
す
。
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。

　
や
む
を
得
ず
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
使
用

す
る
と
き
は
、必
ず
安

全
な
場
所
に
停
ま
っ
て

か
ら
、使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

※

詳
細
は
警
察
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
参
照

　
近
年
、市
内
で
空
き
巣

被
害
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
被
害
件
数
は
平
成

27
年
の
39
件
か
ら
増
加

傾
向
に
あ
り
、令
和
元
年
は
２
倍
以
上
の
87
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
外
出・在
宅
中
に
か
か
わ
ら
ず
、必
ず
玄
関
や
窓
を

施
錠
し
ま
し
ょ
う
。

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
預
貯
金
通
帳
な
ど
を
騙
し

取
る
詐
欺
、市
の
職
員
を
装
う
還
付
金
詐
欺
や
オ
レ
オ

レ
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺
の
被
害
が
急
増
し
て
い
ま

す
。
令
和
元
年
の
市
内
の
特
殊
詐
欺
被
害
の
発
生
件

数
は
57
件
、被
害
総
額
は
約
６
千
７
５
０
万
円
で
し
た
。

被
害
発
生
件
数
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、被
害
の
更
な

る
拡
大
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　「
話
が
お
か
し
い
」、「
家

族
が
急
に
お
金
に
困
っ
て

い
る
が
ど
う
し
よ
う
」と
迷

っ
た
ら
、ま
ず
は
家
族
や
市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
０

４
８‐

４
２
４‐

９
１
６
２
）、

新
座
警
察
署（
☎
０
４
８‐

４
８
２‐

０
１
１
０
）に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

　
自
転
車
は
手
軽
な
乗
り
物
で
す
が
、事
故
を
起
こ
す

と
刑
事
上
の
責
任
や
民
事
上
の
損
害
賠
償
責
任
が
発

生
し
ま
す
。
そ
こ
で
、事
故
の
被
害
者
救
済
や
加
害
者

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
の
た
め
、次
の
場
合
は
自
転
車

損
害
保
険
な
ど
へ
の
加
入
が
義
務
に
な
り
ま
し
た
。

○
県
内
で
の
利
用（
未
成
年
者
が
自
転
車
を
利

用
す
る
場
合
は
保
護
者
な
ど
が
加
入
）

○
事
業
者
が
業
務
と
し
て
利
用

○
自
転
車
貸
付
業
者
の
レ
ン
タ
ル
業
務

※

自
転
車
販
売
店
や
学
校
は
、自
転
車
損
害
保
険
な
ど

の
加
入
確
認
及
び
未
加
入
時
の
情
報
提
供
が
努
力
義

務
に
な
り
ま
し
た

　
ご
自
身
で
加
入
し
て
い
る
自
動
車・傷
害・火
災
保

険
、共
済
、各
種
団
体
保
険（
職
場
で
加
入
す
る
保
険
や

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
保
険
な
ど
）の
補
償
又
は
特
約
内
容
に

自
転
車
損
害
保
険
な
ど
に
相
当
す
る
補
償
が
つ
い
て

い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
内
で
は
地
域
の
見
守
り
活
動
の
た
め
、町
内
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、事
業
所
な
ど
か
ら
な
る
91
団
体
の「
自
主
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」の
方
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　
皆
さ
ん
も
、下
校
の
時
間
帯
に
合
わ
せ
た
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
、犬
の
散
歩
、買
い
物
や
庭
の
水
や
り
な
ど
の
際

に
、見
守
り
活
動
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
保
護
者
の
方
は
、通
学
路
を
子
ど
も
と
一
緒
に
歩
き
、

危
険
な
場
所
や
、万
が
一
の
際
に
逃
げ
込
む「
こ
ど
も

１
１
０
番
の
家
」や
店
舗
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
か
ら
不
審
者
な
ど
の
情
報
を
聞
い
た
と
き

は
、新
座
警
察
署（
☎
０
４
８‐

４
８
２‐

０
１
１
０
）又

は
最
寄
り
の
交
番
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
な
ど
に
よ
る
被
害
か
ら
守
る

た
め
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
で
は
、購
入
日
か
ら
１
年
以
内
の
自
転
車
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
購
入
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
又
は

65
歳
以
上
の
方
が
使
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
購

入
し
た
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト※

申
請
は
購
入
者
本

人
又
は
同
一
世
帯
の
方
、補
助
は
１
度
ま
で

▼
補
助
額
／
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内（
上
限
２
千

円
）

▼
申
請
／
購
入
日
か
ら
１
年
以
内
に
、○
申
請
書
、○

領
収
書
の
原
本（
申
請
者
氏
名
と
購
入
品
が
確
認
で
き

る
も
の※

レ
シ
ー
ト
不
可
）、○
保
証
書
の
写
し（
購
入

品
名
な
ど
が
確
認
で
き
る
も
の
）、○
住
民
票
の
写
し

又
は
個
人
情
報
利
用
目
的
外
利
用
同
意
書
を
、窓
口
又

は
郵
送
で
交
通
防
犯
課
へ※

申
請
書
及
び
個
人
情
報

利
用
目
的
外
利
用
同
意
書
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は

交
通
防
犯
課
窓
口
で
配
布　子どもたちが身の危険

を感じた時などに、安全
確保のため「緊急時に安
心して助けを求め駆け込
める場所」として、各学
校などが民家や店舗など
に協力を依頼して設置さ
れたものです。

■市内の特殊詐欺被害

平成２９年
平成３０年
令和元年

２７件
４９件
５7件

約３，５００万円
約８，５００万円
約6，75０万円

被害総額発生年 発生件数

自
転
車
も

　

車
の
仲
間

　

忘
れ
ず
に

あなたから　防犯意識 広がります

〈
例
〉運
転
中
の
携
帯
電
話
の
使
用
は

120

100

80

60

40

20

0

（件）

45

85

114

84

71

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

空
き
巣
被
害
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
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交通安全・防犯 交通防犯課（☎０４８-４７７-２４８４）問合せ
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生
件
数
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、被
害
の
更
な

る
拡
大
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　「
話
が
お
か
し
い
」、「
家

族
が
急
に
お
金
に
困
っ
て

い
る
が
ど
う
し
よ
う
」と
迷

っ
た
ら
、ま
ず
は
家
族
や
市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
０

４
８‐

４
２
４‐

９
１
６
２
）、

新
座
警
察
署（
☎
０
４
８‐

４
８
２‐

０
１
１
０
）に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

　
自
転
車
は
手
軽
な
乗
り
物
で
す
が
、事
故
を
起
こ
す

と
刑
事
上
の
責
任
や
民
事
上
の
損
害
賠
償
責
任
が
発

生
し
ま
す
。
そ
こ
で
、事
故
の
被
害
者
救
済
や
加
害
者

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
の
た
め
、次
の
場
合
は
自
転
車

損
害
保
険
な
ど
へ
の
加
入
が
義
務
に
な
り
ま
し
た
。

○
県
内
で
の
利
用（
未
成
年
者
が
自
転
車
を
利

用
す
る
場
合
は
保
護
者
な
ど
が
加
入
）

○
事
業
者
が
業
務
と
し
て
利
用

○
自
転
車
貸
付
業
者
の
レ
ン
タ
ル
業
務

※

自
転
車
販
売
店
や
学
校
は
、自
転
車
損
害
保
険
な
ど

の
加
入
確
認
及
び
未
加
入
時
の
情
報
提
供
が
努
力
義

務
に
な
り
ま
し
た

　
ご
自
身
で
加
入
し
て
い
る
自
動
車・傷
害・火
災
保

険
、共
済
、各
種
団
体
保
険（
職
場
で
加
入
す
る
保
険
や

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
保
険
な
ど
）の
補
償
又
は
特
約
内
容
に

自
転
車
損
害
保
険
な
ど
に
相
当
す
る
補
償
が
つ
い
て

い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
内
で
は
地
域
の
見
守
り
活
動
の
た
め
、町
内
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、事
業
所
な
ど
か
ら
な
る
91
団
体
の「
自
主
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」の
方
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　
皆
さ
ん
も
、下
校
の
時
間
帯
に
合
わ
せ
た
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
、犬
の
散
歩
、買
い
物
や
庭
の
水
や
り
な
ど
の
際

に
、見
守
り
活
動
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
保
護
者
の
方
は
、通
学
路
を
子
ど
も
と
一
緒
に
歩
き
、

危
険
な
場
所
や
、万
が
一
の
際
に
逃
げ
込
む「
こ
ど
も

１
１
０
番
の
家
」や
店
舗
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
か
ら
不
審
者
な
ど
の
情
報
を
聞
い
た
と
き

は
、新
座
警
察
署（
☎
０
４
８‐

４
８
２‐

０
１
１
０
）又

は
最
寄
り
の
交
番
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
な
ど
に
よ
る
被
害
か
ら
守
る

た
め
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
で
は
、購
入
日
か
ら
１
年
以
内
の
自
転
車
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
購
入
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
又
は

65
歳
以
上
の
方
が
使
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
購

入
し
た
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト※

申
請
は
購
入
者
本

人
又
は
同
一
世
帯
の
方
、補
助
は
１
度
ま
で

▼
補
助
額
／
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内（
上
限
２
千

円
）

▼
申
請
／
購
入
日
か
ら
１
年
以
内
に
、○
申
請
書
、○

領
収
書
の
原
本（
申
請
者
氏
名
と
購
入
品
が
確
認
で
き

る
も
の※

レ
シ
ー
ト
不
可
）、○
保
証
書
の
写
し（
購
入

品
名
な
ど
が
確
認
で
き
る
も
の
）、○
住
民
票
の
写
し

又
は
個
人
情
報
利
用
目
的
外
利
用
同
意
書
を
、窓
口
又

は
郵
送
で
交
通
防
犯
課
へ※

申
請
書
及
び
個
人
情
報

利
用
目
的
外
利
用
同
意
書
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は

交
通
防
犯
課
窓
口
で
配
布　子どもたちが身の危険

を感じた時などに、安全
確保のため「緊急時に安
心して助けを求め駆け込
める場所」として、各学
校などが民家や店舗など
に協力を依頼して設置さ
れたものです。

■市内の特殊詐欺被害

平成２９年
平成３０年
令和元年

２７件
４９件
５7件

約３，５００万円
約８，５００万円
約6，75０万円

被害総額発生年 発生件数

自
転
車
も

　

車
の
仲
間

　

忘
れ
ず
に

あなたから　防犯意識 広がります

〈
例
〉運
転
中
の
携
帯
電
話
の
使
用
は

120

100

80

60

40

20

0

（件）

45

85

114

84

71

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

空
き
巣
被
害
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
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　康

人
間
ド
ッ
ク
の
予
約
は
６
月
１
日
か
ら

「
春
の
熱
中
症
」に
ご
注
意
を
！

化
学
物
質
過
敏
症
を
ご
存
じ
で
す
か

新型コロナウイルス関連情報 新型コロナウイルス感染症について▶

感染症対策へのご協力を 感染症に関する相談窓口 給　付　金 その他支援など

税金など市への支払いに
お困りの場合

1

2 3

こ
ど
も
医
療
費・重
度
心
身
障
が
い
者

医
療
費・ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
の

支
給
制
度

生
ご
み
処
理
容
器
購
入
費
の

一部
助
成
を
終
了
し
ま
し
た

野
生
の
鳥
に
餌
を
あ
げ
な
い
で

く
だ
さ
い

市
内
の
空
間
放
射
線
量・

放
射
性
物
質
の
測
定
結
果

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
た
市
な
ど
の
取
組

く
ら
し
・
環
境

福

　
　祉

エ
コ・カ
ジ
ュ
ア
ル
月
間

テ
レ
ビ
な
ど
家
電
４
品
目
の
処
分
方
法

蜂
の
巣
の
駆
除
費
を
補
助

住
宅
地
な
ど
で
の
農
薬
使
用
に
注
意
を

道
路
沿
い
の
樹
木
の
管
理
に
ご
協
力
を

環
境
配
慮
型
設
備
の
補
助
制
度

■
雨
水
貯
留
槽
設
置
費
補
助

▼
対
象
／
雨
水
貯
留
槽（
雨
水
を
散
水
な

ど
に
利
用
す
る
た
め
に
貯
留
す
る
容
器
）

を
設
置
し
た
方

▼
補
助
額
／
設
置
費
用
の
２
分
の
１（
上

限
２
万
円
）

■
埼
玉
県
の
補
助
制
度

▼
対
象
／
新
築
又
は
既
築
の
建
物
に
地
中

熱
利
用
シ
ス
テ
ム
、既
築
の
建
物
に
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム・蓄
電
池・太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ

ム（
強
制
循
環
型
の
み
）を
設
置
す
る
方

▼
問
合
せ
／
県
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
課（
☎

０
４
８‐

８
３
０‐

３
０
４
２
）

も
っ
た
い
な
い
運
動

○
My
は
し・Mｙ
ボ
ト
ル・My
バ
ッ
グ
運

動
＝
自
分
の
は
し
、水
筒
、バ
ッ
グ
を
利
用

し
て
、ご
み
な
ど
を
削
減
す
る
取
組 

○
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
呼
び
掛
け
＝
つ
る
性

植
物
を
育
て
、夏
の
暑
い
時
期
に
壁
や
窓

を
カ
ー
テ
ン
の
よ
う
に
覆
う
取
組
の
促
進

▼
問
合
せ
／
環
境
課（
☎
０
４
８‐

４
８
１

‐

６
７
６
９
）

　
５
月
か
ら
10
月
ま
で
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
推
進
の
た
め
、職
員
は
で
き
る
だ
け
背

広
や
ネ
ク
タ
イ
の
着
用
を
や
め
、開
襟
シ

ャ
ツ
や
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
な
ど
の
カ
ジ
ュ
ア
ル

な
服
装
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
人
事
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７

‐

１
１
１
７
）、環
境
課（
☎
０
４
８‐

４
８

１‐

６
７
６
９
）

　
テ
レ
ビ
、エ
ア
コ
ン
、冷
蔵
庫・冷
凍
庫
、

洗
濯
機・衣
類
乾
燥
機
は
、家
電
リ
サ
イ

ク
ル
法
に
よ
り
市
で
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

　
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
処
分
し
て
く

だ
さ
い（
原
則
全
て
有
料
、①・②
は
別
途

収
集
運
搬
料
金
が
掛
か
り
ま
す
）。

①
販
売
店・買
替
え
店
に
引
取
り
を
依
頼

す
る

②
収
集
運
搬
許
可
業
者
に
依
頼
す
る

③
ご
自
身
で
指
定
引
取
場
所
へ
持
ち
込
む

○
指
定
引
取
場
所
＝
株
式
会
社
ナ
ガ
オ
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー（
所
沢
市
新
郷
２
０

０‐

１
、☎
０
４‐

２
９
４
６‐

５
７
１
６
）

※

処
分
料
金
は
メ
ー
カ
ー
な
ど
で
異
な
り

ま
す
。
郵
便
局
で
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
に

よ
り
支
払
っ
て
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
／
環
境
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７

‐

１
５
４
７
）

○
公
共
施
設
の
空
間
放
射
線
量（
半
年
ご

と
の
測
定
）＝
基
準
値
未
満

○
放
射
性
物
質

水
道
水（
４
月
13
日
採
取
）、給
食（
小・中

学
校
＝
２
月
21
日
採
取
、保
育
園
＝
３
月

16
日
採
取
）＝
不
検
出

※

市
内
在
住
又
は
在
勤
の
方
に
空
間
放
射

線
量
測
定
機
器
の
貸
出
あ
り

▼
問
合
せ
／
環
境
課（
☎
０
４
８‐

４
８
１

‐

６
７
６
９
）

　
令
和
元
年
度
で
終
了
し
た
た
め
、令
和

２
年
４
月
１
日
以
降
に
購
入
し
た
場
合
は
、

補
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
環
境
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７

‐

１
５
４
７
）

■
使
用
回
数
や
量
の
削
減

　
病
害
虫
に
強
い
作
物
や
品
種
を
栽
培
し
、

で
き
る
だ
け
農
薬
を
使
用
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
ま
た
、病
害
虫
の
早
期
発
見
を
心

掛
け
て
く
だ
さ
い
。

■
飛
散
を
少
な
く
す
る
工
夫

　
農
薬
散
布
は
風
が
弱
い
と
き
に
行
い
、

風
向
き
や
ノ
ズ
ル
の
向
き
に
も
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、粒
剤
な
ど
飛
散
の
少

な
い
農
薬
や
低
ド
リ
フ
ト
ノ
ズ
ル
を
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

■
周
囲
へ
の
注
意
喚
起

　
周
囲
の
住
民
に
対
し
て
前
日
ま
で
に
、

使
用
の
目
的
、実
施
日
時
、使
用
農
薬
の

種
類
な
ど
に
つ
い
て
看
板
な
ど
で
周
知
し
、

事
故
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、

近
隣
に
学
校
や
通
学
路
が
あ
る
場
合
は
徹

底
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
経
済
振
興
課（
☎
０
４
８‐

４

２
４‐

９
６
０
５
）

　
私
有
地
の
樹
木
が
道
路
上
に
は
み
だ
す

こ
と
に
よ
り
、視
界
や
通
行
を
妨
げ
た
り
、

木
が
倒
れ
た
り
す
る
な
ど
の
危
険
が
あ
り

ま
す
。
事
故
の
際
は
樹
木
の
所
有
者（
土

地
所
有
者
）が
責
任
を
追
及
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
私
有
地
の
樹
木
は
、市
で
伐
採
な
ど
は

で
き
ま
せ
ん
。
所
有
者
に
お
い
て
適
切
な

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
道
路
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７

‐

４
５
９
６
）

▼
対
象
／
市
内
に
居
住
又
は
土
地
を
所

有・賃
借
す
る
個
人
で
、市
内
に
営
巣
さ

れ
た
巣
の
駆
除
を
市
指
定
の
駆
除
業
者
に

依
頼
す
る
方（
駆
除
前
に
要
申
請
）

▼
補
助
額
／
巣
１
個
に
つ
き
、駆
除
料
金

の
２
分
の
１
以
内（
上
限
５
千
円
）

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
環
境
課（
☎
０

４
８‐

４
７
７‐

１
５
４
７
）へ
連
絡
の
上
、

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
て
提
出※

ス
ズ
メ
蜂
の
巣
は
、原
則
、市
で
駆
除
し

ま
す
の
で
、ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
ハ
ト
な
ど
の
野
生
の
鳥
は
、植
物
の
種

子
や
昆
虫
な
ど
、自
然
界
の
も
の
を
食
べ

て
い
ま
す
。
餌
を
与
え
る
行
為
は
、優
し

さ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
態
系
を
乱
す
だ

け
で
な
く
、ふ
ん
や
鳴
き
声
な
ど
で
人
間

に
も
被
害
が
及
び
ま
す
。
餌
を
与
え
ず
見

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
環
境
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７

‐

１
５
４
７
）

　
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
18
歳
以
下
の
児

童
、重
度
心
身
障
が
い
の
あ
る
方（
障
が

い
者
手
帳
を
65
歳
以
上
で
新
た
に
取
得
し

た
方
を
除
く
）及
び
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど

の
方
へ
保
険
診
療
に
係
る
医
療
費
の
一
部

を
支
給
し
ま
す
。
支
給
を
受
け
る
た
め
に

は
、事
前
に
受
給
資
格
の
登
録
が
必
要
で

す
。※

一
定
の
条
件
あ
り

▼
問
合
せ
／
○
こ
ど
も・ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
＝
こ
ど
も
給
付
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

９
６
２
０
）、○
重
度
心
身
障
が

い
者
医
療
費
＝
障
が
い
者
福
祉
課（
☎
０

４
８‐

４
２
４‐

８
１
８
０
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
伴
い
、ご
自
宅
で
過
ご
す
期
間
が
長
く

な
り
ま
す
。
在
宅
生
活
が
長
く
な
る
と
、

身
体
の
機
能
が
低
下
し
、虚
弱（
フ
レ
イ

ル
）と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
次
の
取
組
を

積
極
的
に
行
い
、健
康
を
維
持
し
ま
し
ょ

う
。

▼
問
合
せ
／
介
護
保
険
課（
☎
０
４
８‐

４

２
４‐

５
１
８
６
）

■
フ
レ
イ
ル
予
防
と
し
て
で
き
る
取
組

「動かない」
→「動けない」
になる前に！

栄養・免疫力を
低下させない
ために！

心の健康を
保つために！

運　動

食生活・
口腔ケア

人との
交流

●人混みを避けて、1人や少人数での散歩
●家の中や庭などでできる運動（ラジオ体操、筋力トレーニングなど）
●身体を動かす家事（庭いじり、片付けなど）、農作業など
●座っている時間の削減

●３食欠かさずバランスよい食事、規則正しい生活
●毎食後、寝る前の歯磨き
●口の周りの筋力維持（よく噛んで食べる、歌の練習、早口言葉など）

●家族や友人と電話や手紙、メール、SNSなどを活用した交流
●買い物や移動などで困ったときに助けを呼べる相手を考えておく

■生活支援臨時給付金（仮称）
　感染症の影響により収入が大きく
減少し、困窮している方を支援するた
め、給付金が支給される予定です。
○総務省「生活支援臨時給付金コー
ルセンター」

☎０３-５６３８-５８５５
【平日、午前９時～午
後６時３０分】

■持続化給付金（事業者向け）
　感染症による影響を特に大きく受
けている事業者に対して、給付金が
支給されます。制度の具体的な内容
や条件は、わかり次第ご案内します。
○中小企業金融・給付金相談窓口

☎０５７０-７８３１８３
【平日・休日、午前９時
～午後５時】

　感染症の影響により、市税（市県民
税･固定資産税･都市計画税･軽自動
車税･国民健康保険税）の納付が困難
な場合は、納税の猶予制度がありま
す。個人のほか法人も対象ですので
ご相談ください。
対象になるケース（例）
・患者が発生した施設の消毒作業に
より、備品や棚卸資産を廃棄した。
・納税者本人又は生計を共にする家
族がり患した。

・納税者の方が営む事業で、利益の
減少などで、著しい損失を受けた。
または、やむを得ず休廃業した。
・納税者の方が離職した、収入が著
しく減少した。
▶問合せ／納税課（☎０４８-４７７-１８５
２）
　このほか、同様の納付猶予制度が
ありますので、お問い合わせください。
○介護保険料＝介護保険課（☎０４８-
４２４-９６０９）
○後期高齢者医療保険料＝長寿はつ
らつ課（☎０４８-４２４-９６１０）

中小事業者向け金融支援
　市では、セーフティネット保証４号
（売上高20％減少）・５号（売上高５％
減少）、危機関連保証（売上高15％減
少）の認定を行っています。この認定
を受けると、新型コロナウイルスの影
響を受けている事業者向けの埼玉県
の制度融資の申込みができます。
▶問合せ／経済振興課（☎０４８-４７７-
６３４６）

個人向け金融支援
■緊急小口資金（貸付）など
　休業や失業で、生活資金にお困り
の方々に対する資金の貸付。
▶申込み及び問合せ／新座市社会福
祉協議会（野火止1-9-63、☎０４８-４８
０-５７０５）へ

■住居確保給付金
　離職・廃業から２年以内又は休業な
どにより収入が減少し、離職と同程度
の状況などにより住居を失った方又
は失う恐れの高い方に、就職に向け
活動をすることなどを条件に、一定期
間、家賃相当額を支給します。一定の
資産収入に関する要件を満たしてい
る方が対象です。
▶申込み及び問合せ／窓口又は電話
で生活支援課（☎０４８-４７７-６３４７）へ

■住宅ローンなどの返済猶予
　銀行などでは、個人のローンの返
済猶予の相談など、必要な支援を実
施しています。
〇「新型コロナウイルスに関する金
融庁相談ダイヤル」
☎０１２０-１５６８１１（フリーダイヤル）
【平日、午前10時～午後５時】
※ＩＰ電話からは☎０３-５２５１-６８１３

■個人の対策
　「うつらない」「うつさない」た
めの対策を徹底してください。

■集まる場所での対策
　3つの「密」が重ならないよう工夫
し、クラスター（集団）の発生を防止
することが重要です。

■埼玉県新型コロナウイルス感染症
県民サポートセンター
　一般的な相談のほか、感染が疑わ
れる場合には、帰国者・接触者相談セ
ンターをご紹介します。

ファックス相談
　電話相談が難しい方は、ファックス
をご利用ください。ただし、回答まで
にお時間をいただく場合があります。
○県保健医療政策課
　ファックス　０４８-８３０-４８０８
○朝霞保健所
　ファックス　０４８-４６１-０１３３

■埼玉県の帰国者・接触者相談センター
 次の症状が出ている方の相談先で
す。
①風邪の症状や37.5℃以上の発熱
が4日以上続いている（解熱剤を飲
み続ける必要があるときを含む）。

②強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼
吸困難）がある。

　以下のような方は重症化しやすい
ため、この状態が2日程度続く場合は、
ご相談ください。
・高齢者
・糖尿病、心不全、呼吸器疾患（ＣＯＰ
Ｄなど）の基礎疾患がある方や透
析を受けている方

・免疫抑制剤や抗がん剤などを用い
ている方
※妊娠中の方も、念のため重症化し
やすい方と同様に、早めにご相談く
ださい
○朝霞保健所
　☎０４８-４６１-０４６８
　ファックス　０４８-４６１-０１３３

　
市
国
民
健
康
保
険･

後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
人
間
ド
ッ
ク
は
、実
施
医
療
機
関

で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す（
開
始
日
が
異

な
る
場
合
あ
り
。各
医
療
機
関
に
要
確
認
）。

　
予
約
後
、受
診
票
な
ど
の
交
付
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
受
診
前
に
国
保
年

金
課
又
は
長
寿
は
つ
ら
つ
課
で
、手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
国
保
年
金
課（
☎
０
４
８‐

４

２
４‐

４
８
５
３
）、長
寿
は
つ
ら
つ
課（
☎

０
４
８‐

４
２
４‐

９
６
１
０
）

　
体
が
気
温
の
上
昇
に
慣
れ
て
い
な
い
春

に
も
、熱
中
症
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
急
に
気
温
が
上
昇
す
る
日
は
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　
熱
中
症
予
防
の
た
め
、日
頃
か
ら
汗
を

か
く
機
会
を
増
や
し
て
、体
を
暑
さ
に
慣

ら
し
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
高
齢
者
は
、汗
を
か
き
に
く
く
、

ま
た
、暑
さ
や
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
に
く

い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
の
ど
が
渇
か
な
く

て
も
、水
分
摂
取
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１
）

　
香
り
付
き
の
化
粧
品
、整
髪
料
や
洗
濯

用
品
な
ど
、身
近
な
製
品
の
中
に
含
ま
れ

る
香
料
な
ど
の
化
学
物
質
が
原
因
で
、頭

痛
や
吐
き
気
、ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
や
喘
息

な
ど
を
発
症
す
る
方
が
い
ま
す
。

　
に
お
い
の
感
じ
方
に
は
個
人
差
が
あ
り
、

自
分
に
と
っ
て
は
快
適
で
も
、周
り
の
方

は
不
快
に
感
じ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
公
共
の
場
で
は
、過
度
な
香
料
の
使
用

を
控
え
る
な
ど
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１
）

「手洗い」や「咳エチケット」を
行う

風邪のような症状がある場合
は、外出を控える

◀支援策一覧は
　経済産業省ホームページ
　へ

◀総務省ホームページ

◀経済産業省ホームページ

◀詳細は埼玉県社会福祉
　協議会ホームページへ

☎０５７０-７８３-７７０
（２４時間受付）

●換気の悪い密閉空間1

●多数が密集する場所2

●近い距離（密接）での会話
　や発声
3

3つの条件がそろう
場所がクラスター

（集団）発生の危険が
高まります

外
出
自
粛
期
間
中
の

健
康
維
持
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
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健

　
　康

人
間
ド
ッ
ク
の
予
約
は
６
月
１
日
か
ら

「
春
の
熱
中
症
」に
ご
注
意
を
！

化
学
物
質
過
敏
症
を
ご
存
じ
で
す
か

新型コロナウイルス関連情報 新型コロナウイルス感染症について▶

感染症対策へのご協力を 感染症に関する相談窓口 給　付　金 その他支援など

税金など市への支払いに
お困りの場合

1

2 3

こ
ど
も
医
療
費・重
度
心
身
障
が
い
者

医
療
費・ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
の

支
給
制
度

生
ご
み
処
理
容
器
購
入
費
の

一部
助
成
を
終
了
し
ま
し
た

野
生
の
鳥
に
餌
を
あ
げ
な
い
で

く
だ
さ
い

市
内
の
空
間
放
射
線
量・

放
射
性
物
質
の
測
定
結
果

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
た
市
な
ど
の
取
組

く
ら
し
・
環
境

福

　
　祉

エ
コ・カ
ジ
ュ
ア
ル
月
間

テ
レ
ビ
な
ど
家
電
４
品
目
の
処
分
方
法

蜂
の
巣
の
駆
除
費
を
補
助

住
宅
地
な
ど
で
の
農
薬
使
用
に
注
意
を

道
路
沿
い
の
樹
木
の
管
理
に
ご
協
力
を

環
境
配
慮
型
設
備
の
補
助
制
度

■
雨
水
貯
留
槽
設
置
費
補
助

▼
対
象
／
雨
水
貯
留
槽（
雨
水
を
散
水
な

ど
に
利
用
す
る
た
め
に
貯
留
す
る
容
器
）

を
設
置
し
た
方

▼
補
助
額
／
設
置
費
用
の
２
分
の
１（
上

限
２
万
円
）

■
埼
玉
県
の
補
助
制
度

▼
対
象
／
新
築
又
は
既
築
の
建
物
に
地
中

熱
利
用
シ
ス
テ
ム
、既
築
の
建
物
に
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム・蓄
電
池・太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ

ム（
強
制
循
環
型
の
み
）を
設
置
す
る
方

▼
問
合
せ
／
県
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
課（
☎

０
４
８‐

８
３
０‐

３
０
４
２
）

も
っ
た
い
な
い
運
動

○
My
は
し・Mｙ
ボ
ト
ル・My
バ
ッ
グ
運

動
＝
自
分
の
は
し
、水
筒
、バ
ッ
グ
を
利
用

し
て
、ご
み
な
ど
を
削
減
す
る
取
組 

○
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
呼
び
掛
け
＝
つ
る
性

植
物
を
育
て
、夏
の
暑
い
時
期
に
壁
や
窓

を
カ
ー
テ
ン
の
よ
う
に
覆
う
取
組
の
促
進

▼
問
合
せ
／
環
境
課（
☎
０
４
８‐

４
８
１

‐

６
７
６
９
）

　
５
月
か
ら
10
月
ま
で
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
推
進
の
た
め
、職
員
は
で
き
る
だ
け
背

広
や
ネ
ク
タ
イ
の
着
用
を
や
め
、開
襟
シ

ャ
ツ
や
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
な
ど
の
カ
ジ
ュ
ア
ル

な
服
装
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
人
事
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７

‐

１
１
１
７
）、環
境
課（
☎
０
４
８‐

４
８

１‐

６
７
６
９
）

　
テ
レ
ビ
、エ
ア
コ
ン
、冷
蔵
庫・冷
凍
庫
、

洗
濯
機・衣
類
乾
燥
機
は
、家
電
リ
サ
イ

ク
ル
法
に
よ
り
市
で
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

　
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
処
分
し
て
く

だ
さ
い（
原
則
全
て
有
料
、①・②
は
別
途

収
集
運
搬
料
金
が
掛
か
り
ま
す
）。

①
販
売
店・買
替
え
店
に
引
取
り
を
依
頼

す
る

②
収
集
運
搬
許
可
業
者
に
依
頼
す
る

③
ご
自
身
で
指
定
引
取
場
所
へ
持
ち
込
む

○
指
定
引
取
場
所
＝
株
式
会
社
ナ
ガ
オ
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー（
所
沢
市
新
郷
２
０

０‐

１
、☎
０
４‐

２
９
４
６‐
５
７
１
６
）

※

処
分
料
金
は
メ
ー
カ
ー
な
ど
で
異
な
り

ま
す
。
郵
便
局
で
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
に

よ
り
支
払
っ
て
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
／
環
境
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７

‐

１
５
４
７
）

○
公
共
施
設
の
空
間
放
射
線
量（
半
年
ご

と
の
測
定
）＝
基
準
値
未
満

○
放
射
性
物
質

水
道
水（
４
月
13
日
採
取
）、給
食（
小・中

学
校
＝
２
月
21
日
採
取
、保
育
園
＝
３
月

16
日
採
取
）＝
不
検
出

※

市
内
在
住
又
は
在
勤
の
方
に
空
間
放
射

線
量
測
定
機
器
の
貸
出
あ
り

▼
問
合
せ
／
環
境
課（
☎
０
４
８‐

４
８
１

‐

６
７
６
９
）

　
令
和
元
年
度
で
終
了
し
た
た
め
、令
和

２
年
４
月
１
日
以
降
に
購
入
し
た
場
合
は
、

補
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
環
境
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７

‐

１
５
４
７
）

■
使
用
回
数
や
量
の
削
減

　
病
害
虫
に
強
い
作
物
や
品
種
を
栽
培
し
、

で
き
る
だ
け
農
薬
を
使
用
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
ま
た
、病
害
虫
の
早
期
発
見
を
心

掛
け
て
く
だ
さ
い
。

■
飛
散
を
少
な
く
す
る
工
夫

　
農
薬
散
布
は
風
が
弱
い
と
き
に
行
い
、

風
向
き
や
ノ
ズ
ル
の
向
き
に
も
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、粒
剤
な
ど
飛
散
の
少

な
い
農
薬
や
低
ド
リ
フ
ト
ノ
ズ
ル
を
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

■
周
囲
へ
の
注
意
喚
起

　
周
囲
の
住
民
に
対
し
て
前
日
ま
で
に
、

使
用
の
目
的
、実
施
日
時
、使
用
農
薬
の

種
類
な
ど
に
つ
い
て
看
板
な
ど
で
周
知
し
、

事
故
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、

近
隣
に
学
校
や
通
学
路
が
あ
る
場
合
は
徹

底
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
経
済
振
興
課（
☎
０
４
８‐

４

２
４‐

９
６
０
５
）

　
私
有
地
の
樹
木
が
道
路
上
に
は
み
だ
す

こ
と
に
よ
り
、視
界
や
通
行
を
妨
げ
た
り
、

木
が
倒
れ
た
り
す
る
な
ど
の
危
険
が
あ
り

ま
す
。
事
故
の
際
は
樹
木
の
所
有
者（
土

地
所
有
者
）が
責
任
を
追
及
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
私
有
地
の
樹
木
は
、市
で
伐
採
な
ど
は

で
き
ま
せ
ん
。
所
有
者
に
お
い
て
適
切
な

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
道
路
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７

‐

４
５
９
６
）

▼
対
象
／
市
内
に
居
住
又
は
土
地
を
所

有・賃
借
す
る
個
人
で
、市
内
に
営
巣
さ

れ
た
巣
の
駆
除
を
市
指
定
の
駆
除
業
者
に

依
頼
す
る
方（
駆
除
前
に
要
申
請
）

▼
補
助
額
／
巣
１
個
に
つ
き
、駆
除
料
金

の
２
分
の
１
以
内（
上
限
５
千
円
）

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
環
境
課（
☎
０

４
８‐

４
７
７‐

１
５
４
７
）へ
連
絡
の
上
、

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
て
提
出※

ス
ズ
メ
蜂
の
巣
は
、原
則
、市
で
駆
除
し

ま
す
の
で
、ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
ハ
ト
な
ど
の
野
生
の
鳥
は
、植
物
の
種

子
や
昆
虫
な
ど
、自
然
界
の
も
の
を
食
べ

て
い
ま
す
。
餌
を
与
え
る
行
為
は
、優
し

さ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
態
系
を
乱
す
だ

け
で
な
く
、ふ
ん
や
鳴
き
声
な
ど
で
人
間

に
も
被
害
が
及
び
ま
す
。
餌
を
与
え
ず
見

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
環
境
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７

‐

１
５
４
７
）

　
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
18
歳
以
下
の
児

童
、重
度
心
身
障
が
い
の
あ
る
方（
障
が

い
者
手
帳
を
65
歳
以
上
で
新
た
に
取
得
し

た
方
を
除
く
）及
び
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど

の
方
へ
保
険
診
療
に
係
る
医
療
費
の
一
部

を
支
給
し
ま
す
。
支
給
を
受
け
る
た
め
に

は
、事
前
に
受
給
資
格
の
登
録
が
必
要
で

す
。※
一
定
の
条
件
あ
り

▼
問
合
せ
／
○
こ
ど
も・ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
＝
こ
ど
も
給
付
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

９
６
２
０
）、○
重
度
心
身
障
が

い
者
医
療
費
＝
障
が
い
者
福
祉
課（
☎
０

４
８‐

４
２
４‐

８
１
８
０
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
伴
い
、ご
自
宅
で
過
ご
す
期
間
が
長
く

な
り
ま
す
。
在
宅
生
活
が
長
く
な
る
と
、

身
体
の
機
能
が
低
下
し
、虚
弱（
フ
レ
イ

ル
）と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
次
の
取
組
を

積
極
的
に
行
い
、健
康
を
維
持
し
ま
し
ょ

う
。

▼
問
合
せ
／
介
護
保
険
課（
☎
０
４
８‐

４

２
４‐

５
１
８
６
）

■
フ
レ
イ
ル
予
防
と
し
て
で
き
る
取
組

「動かない」
→「動けない」
になる前に！

栄養・免疫力を
低下させない
ために！

心の健康を
保つために！

運　動

食生活・
口腔ケア

人との
交流

●人混みを避けて、1人や少人数での散歩
●家の中や庭などでできる運動（ラジオ体操、筋力トレーニングなど）
●身体を動かす家事（庭いじり、片付けなど）、農作業など
●座っている時間の削減

●３食欠かさずバランスよい食事、規則正しい生活
●毎食後、寝る前の歯磨き
●口の周りの筋力維持（よく噛んで食べる、歌の練習、早口言葉など）

●家族や友人と電話や手紙、メール、SNSなどを活用した交流
●買い物や移動などで困ったときに助けを呼べる相手を考えておく

■生活支援臨時給付金（仮称）
　感染症の影響により収入が大きく
減少し、困窮している方を支援するた
め、給付金が支給される予定です。
○総務省「生活支援臨時給付金コー
ルセンター」

☎０３-５６３８-５８５５
【平日、午前９時～午
後６時３０分】

■持続化給付金（事業者向け）
　感染症による影響を特に大きく受
けている事業者に対して、給付金が
支給されます。制度の具体的な内容
や条件は、わかり次第ご案内します。
○中小企業金融・給付金相談窓口

☎０５７０-７８３１８３
【平日・休日、午前９時
～午後５時】

　感染症の影響により、市税（市県民
税･固定資産税･都市計画税･軽自動
車税･国民健康保険税）の納付が困難
な場合は、納税の猶予制度がありま
す。個人のほか法人も対象ですので
ご相談ください。
対象になるケース（例）
・患者が発生した施設の消毒作業に
より、備品や棚卸資産を廃棄した。
・納税者本人又は生計を共にする家
族がり患した。
・納税者の方が営む事業で、利益の
減少などで、著しい損失を受けた。
または、やむを得ず休廃業した。
・納税者の方が離職した、収入が著
しく減少した。
▶問合せ／納税課（☎０４８-４７７-１８５
２）
　このほか、同様の納付猶予制度が
ありますので、お問い合わせください。
○介護保険料＝介護保険課（☎０４８-
４２４-９６０９）
○後期高齢者医療保険料＝長寿はつ
らつ課（☎０４８-４２４-９６１０）

中小事業者向け金融支援
　市では、セーフティネット保証４号
（売上高20％減少）・５号（売上高５％
減少）、危機関連保証（売上高15％減
少）の認定を行っています。この認定
を受けると、新型コロナウイルスの影
響を受けている事業者向けの埼玉県
の制度融資の申込みができます。
▶問合せ／経済振興課（☎０４８-４７７-
６３４６）

個人向け金融支援
■緊急小口資金（貸付）など
　休業や失業で、生活資金にお困り
の方々に対する資金の貸付。
▶申込み及び問合せ／新座市社会福
祉協議会（野火止1-9-63、☎０４８-４８
０-５７０５）へ

■住居確保給付金
　離職・廃業から２年以内又は休業な
どにより収入が減少し、離職と同程度
の状況などにより住居を失った方又
は失う恐れの高い方に、就職に向け
活動をすることなどを条件に、一定期
間、家賃相当額を支給します。一定の
資産収入に関する要件を満たしてい
る方が対象です。
▶申込み及び問合せ／窓口又は電話
で生活支援課（☎０４８-４７７-６３４７）へ

■住宅ローンなどの返済猶予
　銀行などでは、個人のローンの返
済猶予の相談など、必要な支援を実
施しています。
〇「新型コロナウイルスに関する金
融庁相談ダイヤル」
☎０１２０-１５６８１１（フリーダイヤル）
【平日、午前10時～午後５時】
※ＩＰ電話からは☎０３-５２５１-６８１３

■個人の対策
　「うつらない」「うつさない」た
めの対策を徹底してください。

■集まる場所での対策
　3つの「密」が重ならないよう工夫
し、クラスター（集団）の発生を防止
することが重要です。

■埼玉県新型コロナウイルス感染症
県民サポートセンター
　一般的な相談のほか、感染が疑わ
れる場合には、帰国者・接触者相談セ
ンターをご紹介します。

ファックス相談
　電話相談が難しい方は、ファックス
をご利用ください。ただし、回答まで
にお時間をいただく場合があります。
○県保健医療政策課
　ファックス　０４８-８３０-４８０８
○朝霞保健所
　ファックス　０４８-４６１-０１３３

■埼玉県の帰国者・接触者相談センター
 次の症状が出ている方の相談先で
す。
①風邪の症状や37.5℃以上の発熱
が4日以上続いている（解熱剤を飲
み続ける必要があるときを含む）。
②強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼
吸困難）がある。
　以下のような方は重症化しやすい
ため、この状態が2日程度続く場合は、
ご相談ください。
・高齢者
・糖尿病、心不全、呼吸器疾患（ＣＯＰ
Ｄなど）の基礎疾患がある方や透
析を受けている方
・免疫抑制剤や抗がん剤などを用い
ている方
※妊娠中の方も、念のため重症化し
やすい方と同様に、早めにご相談く
ださい
○朝霞保健所
　☎０４８-４６１-０４６８
　ファックス　０４８-４６１-０１３３

　
市
国
民
健
康
保
険･

後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
人
間
ド
ッ
ク
は
、実
施
医
療
機
関

で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す（
開
始
日
が
異

な
る
場
合
あ
り
。各
医
療
機
関
に
要
確
認
）。

　
予
約
後
、受
診
票
な
ど
の
交
付
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
受
診
前
に
国
保
年

金
課
又
は
長
寿
は
つ
ら
つ
課
で
、手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
国
保
年
金
課（
☎
０
４
８‐

４

２
４‐

４
８
５
３
）、長
寿
は
つ
ら
つ
課（
☎

０
４
８‐

４
２
４‐

９
６
１
０
）

　
体
が
気
温
の
上
昇
に
慣
れ
て
い
な
い
春

に
も
、熱
中
症
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
急
に
気
温
が
上
昇
す
る
日
は
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　
熱
中
症
予
防
の
た
め
、日
頃
か
ら
汗
を

か
く
機
会
を
増
や
し
て
、体
を
暑
さ
に
慣

ら
し
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
高
齢
者
は
、汗
を
か
き
に
く
く
、

ま
た
、暑
さ
や
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
に
く

い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
の
ど
が
渇
か
な
く

て
も
、水
分
摂
取
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１
）

　
香
り
付
き
の
化
粧
品
、整
髪
料
や
洗
濯

用
品
な
ど
、身
近
な
製
品
の
中
に
含
ま
れ

る
香
料
な
ど
の
化
学
物
質
が
原
因
で
、頭

痛
や
吐
き
気
、ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
や
喘
息

な
ど
を
発
症
す
る
方
が
い
ま
す
。

　
に
お
い
の
感
じ
方
に
は
個
人
差
が
あ
り
、

自
分
に
と
っ
て
は
快
適
で
も
、周
り
の
方

は
不
快
に
感
じ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
公
共
の
場
で
は
、過
度
な
香
料
の
使
用

を
控
え
る
な
ど
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１
）

「手洗い」や「咳エチケット」を
行う

風邪のような症状がある場合
は、外出を控える

◀支援策一覧は
　経済産業省ホームページ
　へ

◀総務省ホームページ

◀経済産業省ホームページ

◀詳細は埼玉県社会福祉
　協議会ホームページへ

☎０５７０-７８３-７７０
（２４時間受付）

●換気の悪い密閉空間1

●多数が密集する場所2

●近い距離（密接）での会話
　や発声
3

3つの条件がそろう
場所がクラスター

（集団）発生の危険が
高まります

外
出
自
粛
期
間
中
の

健
康
維
持
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
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令和２年度の広報にいざ
に掲載する広告を募集し
ます。

令和２年度の市ホームペ
ージに掲載するバナー広
告を募集します。

広告を募集しています ※詳細は二次元コードから
　ホームページ参照

広
報

▶問合せ／シティプロモーション課（☎０４８-４２４-９６００）

イ
ベ
ン
ト

新
座
快
適
み
ら
い
都
市
市
民
ま
つ
り

第
５６
回
文
化
祭
　
参
加
者
募
集

日時 ふるさと新座館市民会館

１１月３日（火・祝）

１１月８日㈰

１１月１４日㈯

１１月１５日㈰

１１月２２日㈰

１１月２３日（月・祝）

カラオケ大会

―

洋舞踊

合唱

器楽

日本舞踊

芸能

民謡・民舞

演劇

―

邦楽

―

場所 献
血

お
知
ら
せ

税
・
年
金

安
全
・
安
心

「
桜
満
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

新
座
グ
リ
ー
ン
ス
マ
イ
ル
基
金
に

ご
協
力
を

綾
小
路
き
み
ま
ろ

爆
笑
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ブ
！
公
演
延
期

軽
自
動
車
税・固
定
資
産
税

納
税
通
知
書
の
発
送

国
民
年
金
保
険
料
の

学
生
納
付
特
例
制
度

令
和
２
年
度（
令
和
元
年
分
）所
得・

（
非
）課
税
証
明
書
の
発
行
を
開
始

男
女
共
同
参
画
審
議
会

委
員
の
募
集

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

新
座
市
長
選
挙
の
日
程
が
決
定

特
別
徴
収
税
額
決
定
通
知
書
の
発
送

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
全
国一斉
情
報
伝
達
試
験

５
月
は
自
動
車
税
の
納
期
で
す

道
路
番
号
な
ど
を
変
更

　
舞
台
発
表・カ
ラ
オ
ケ
大
会
へ
の
出
演

者
や
、企
画
段
階
か
ら
運
営
に
携
わ
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
／
市
内
在
住
又
は
在
勤
在
学
の
方

及
び
市
内
の
サ
ー
ク
ル
な
ど
で
活
動
し
て

い
る
方

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
５
月
18
日
㈪
か

ら
６
月
５
日
㈮
ま
で
に
、募
集
要
項
を
参

照
の
上
、申
込
用
紙
を
生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

１
４
９
８
）へ

※

募
集
要
項
及
び
申
込
用
紙
は
、５
月
18

日
㈪
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、生
涯
学
習

ス
ポ
ー
ツ
課
、各
公
民
館・コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
、に
い
ざ
ほ
っ
と
ぷ
ら
ざ
、

市
民
会
館
、図
書
館
、各
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
配
布 

今
月
の
本
だ
な 

ス
ペ
シ
ャ
ル
！

　
家
で
過
ご
す
時
間
が
長
い
と
き
こ
そ

本
を
読
も
う
！
１
冊
の
本
が
あ
れ
ば
、

い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、一
人
で
も
、家

族
と
で
も
、楽
し
め
る
の
が「
読
書
」で

す
。

※

市
内
の
図
書
館・図
書
室
は
５
月
６

日
㈬（
中
央
図
書
館
は
７
日
㈭
）ま
で
臨

時
休
館
し
て
い
ま
す
。
こ
の
後
も
、外
出

の
自
粛
要
請
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、一
部

サ
ー
ビ
ス
を
休
止
し
た
り
、館
内
の
利
用

を
制
限
し
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

最
新
の
情
報
を
ご
確
認
の
上
、お
越
し
く

だ
さ
い

※

所
蔵
館
な
ど
に
つ
い
て
は
、中
央
図
書
館（
☎
０
４
８‐

４

８
１‐

１
１
１
５
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

笑
う
免
疫
学

◀図書館
　ホーム
　ページ

―

自
分
と
他
者
を
区
別
す
る

　
　
　
　
　
　ふ
し
ぎ
な
し
く
み―

（
ち
く
ま
プ
リ
マ
ー
新
書
）

藤
田
紘
一
郎
／
著

筑
摩
書
房

健
康
」に
も
関
わ
っ
て
お
り
、生
き
る

力
に
直
結
す
る
大
切
な
身
体
の
働
き

で
す
。
複
雑
な
仕
組
み
を
持
つ
免
疫

は
、身
体
に
良
い
影
響
を
及
ぼ
す
一

方
で
、そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
こ

と
で
起
こ
る
病
気
も
あ
り
ま
す
。

　
免
疫
の
仕
組
み
を
と
お
し
て
、こ

れ
ま
で
、人
間
が
地
球
上
で
他
の
生

物
と
共
生
し
て
き
た
歴
史
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、70
％
が
腸
、

30
％
が
心
で
作
ら
れ
て
い
る
と
い
う

免
疫
力
に
つ
い
て
学
び
、よ
り
健
康

な
暮
ら
し
に
近
づ
く
ヒ
ン
ト
が
満
載

の
一
冊
で
す
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
10

代
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
本
で
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
身
体
に
備
わ
っ
て

い
る
、ウ
ィ
ル
ス
な
ど
の
外
敵
か
ら

の
攻
撃
を
防
御
し
た
り
、か
か
っ
た

病
気
を
治
そ
う
と
し
た
り
す
る
力
が

「
免
疫
」で
す
。

　
こ
の「
免
疫
」は
、「
感
染
防
御
」は

も
ち
ろ
ん
、「
老
化
の
予
防
」や「
心
の

■「
な
ぞ
な
ぞ
の
本
」

 

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

い
ろ
い
ろ
な
国
の
な
ぞ
な
ぞ
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。
例
え
ば
ブ
ル
ガ
リ
ア
の

な
ぞ
な
ぞ「
こ
の
世
に
あ
る
も
の
　

な
ん
で
も
か
ん
で
も
　
ど
れ
で
も
こ

れ
で
も
区
別
す
る
の
は
？
」答
え
は

読
ん
で
の
お
楽
し
み
。

■「
と
こ
ち
ゃ
ん
は
ど
こ
」

　
と
こ
ち
ゃ
ん
は
、赤
い
ぼ
う
し
の

よ
く
似
合
う
男
の
子
。
元
気
よ
く
と

こ
と
こ
か
け
だ
し
て
、ど
こ
か
へ
行

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
さ
あ
、み
ん
な

で
た
く
さ
ん
の
人
の
中
か
ら
と
こ
ち

ゃ
ん
を
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
探
し

絵
絵
本
の
元
祖
と
い
わ
れ
る
楽
し
い

絵
本
。

み
し
の
た
く
か
に
と

松岡享子／作　大社玲子／絵
こぐま社

　
こ
の
国
に
は
、も
の
し
り
の
王
子

様
が
い
ま
し
た
。
あ
る
日
、王
子
様

は「
ご
は
ん
な
ん
か
食
べ
た
く
な
い

ッ
」と
言
い
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「
み
し
の
た
く
か
に
と
」な
ら
食
べ
る

と
言
い
ま
す
。
そ
れ
を
聞
い
た
王
子

様
の
う
ば
や
先
生
た
ち
は
、わ
け
が

わ
か
ら
ず
ほ
と
ほ
と
困
り
は
て
ま
し

た
。
さ
て「
み
し
の
た
く
か
に
と
」と

は
一
体
何
で
し
ょ
う
？
小
学
校
低
学

年
く
ら
い
か
ら
楽
し
め
る
わ
く
わ
く

す
る
お
話
で
す
。

家
族
で
楽
し
め
る
本
も

福音館書店編集部／編
石川勇／絵　福音館書店

松岡享子／さく
加古里子／え　福音館書店

▼
任
用
期
間
／
令
和
３
年
３
月
31
日
ま

で▼
勤
務
時
間
／
週
４
日（
１
日
７
時
間

45
分
）※

日
時
応
相
談

▼
勤
務
場
所
／
和
光
市
南
２‐

３‐

２

▼
業
務
内
容
／
知
的
障
が
い
者
の
日
常

生
活
の
介
助・支
援※

資
格
不
問

▼
報
酬
／
日
給
９
千
２
５
０
円
以
上

※

期
末
手
当
は
要
件
を
満
た
す
場
合

に
支
給
（
年
間
最
大
2.6
月
）

▼
選
考
／
面
接

▼
問
合
せ
／
す
わ
緑
風
園（
☎
０
４
８‐

４
６
１‐

３
０
２
８
）

　
新
座
消
防
署
で
は
、川
上
敬一郎
さ
ん

に
対
し
、飯
倉
消
防
署
長
か
ら
感
謝
状

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
川
上
さ
ん
は
、２
月
５
日
㈬
に
発
生

し
た
車
両
火
災
に
お
い
て
、消
火
器
を

使
用
し
、初
期
消
火
に
成
功
し
ま
し
た
。

川
上
さ
ん
の
迅
速
で
冷
静
な
行
動
に
よ

り
、被
害
の
拡
大
を
防
ぎ
ま
し
た
。

　
新
座
消
防
署
で
は
、１
月
26
日
㈰
、市

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
で
発
生
し
た
救
急

事
案
で
適
切
な
救
命
処
置
を
行
い
、連

携
し
て
人
命
救
助
に
貢
献
し
た
岡
村
奈

奈
さ
ん
、小
糸
廣
保
さ
ん
、遠
藤
浩
隆
さ

ん
、麻
生
信
晃
さ
ん
に
対
し
、飯
倉
消
防

署
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
４
名
の
皆
さ
ん
は
、「
職
場
や
消
防
署

で
習
っ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
を
役
立
て
る
こ

と
が
で
き
た
」と
、話
さ
れ
ま
し
た
。

朝
霞
地
区

一
部
事
務
組
合
だ
よ
り

障
害
者
支
援
施
設
す
わ
緑
風
園

支
援
員（
会
計
年
度
任
用
職
員
）募
集

新
座
市
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
で

人
命
救
助
、
感
謝
状
を
贈
呈

初
期
消
火
に
成
功
、感
謝
状
を
贈
呈

▲（左から）
岡村さん、小糸さん、遠藤さん、麻生さん

▲妙音沢緑地

　
７
月
25
日
㈯
の
任
期
満
了
に
伴
う
新
座

市
長
選
挙
の
日
程
が
決
定
し
ま
し
た
。

▼
告
示
日
／
６
月
28
日
㈰

▼
投
票
日
／
７
月
５
日
㈰

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
立
候
補
に
必
要
な
書
類
を
配
布
し
ま
す
。

関
係
者
の
方（
３
名
以
内
）は
、必
ず
出
席

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
／
５
月
28
日
㈭
、午
後
１
時
30
分

か
ら

▼
場
所
／
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
会
議
室

１▼
問
合
せ
／
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

１
４
７
５
）

　
令
和
元
年
12
月
24
日
か
ら
始
ま
っ
た
、

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
た
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ「
小・中
学
校
の
桜
を

守
り
育
て
て
、子
ど
も
た
ち
の
オ
ア
シ
ス

を
残
し
て
い
き
た
い
。
桜
満
開
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
！
」は
、令
和
２
年
３
月
19
日
に
、目

標
金
額
の
２
２
０
万
円
を
達
成
で
き
ま
し

た
。

　
寄
附
の
募
集
に
は
、た
く
さ
ん
の
方
々

に
ご
協
力
を
頂
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
桜
の
存
続
や
維
持
管
理
な

ど
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
行
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
な
お
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
寄
附
の

募
集
は
終
了
し
ま
し
た
が
、本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
寄
附
は
引
き
続
き
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
場
合
は
、お

手
数
で
す
が
、シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
引
き
続
き
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
〇
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

＝
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課（
☎
０
４

８‐

４
２
４‐

４
６
８
６
）、〇
桜
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
＝
教
育
総
務
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

６
０
５
６
）

　
道
路
台
帳
の
電
子
デ
ー
タ
化
に
合
わ
せ
、

４
月
１
日
付
け
で
、市
道
番
号
の
変
更
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

▼
問
合
せ
／
道
路
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７

‐

４
５
９
６
）

▼
日
時
／
５
月
18
日
㈪
、午
後
２
時
〜
４

時
30
分

▼
場
所
／
ラ
イ
フ
新
座
店

▼
主
催
／
栗
原
四・五・六
丁
目
献
血
会

▼
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１
）

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
事
項

を
審
議
す
る
た
め
の
審
議
会
で
す
。

▼
任
期
／
９
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
８
月

31
日
ま
で（
２
年
間
）

▼
会
議
回
数
／
年
３
回
程
度

▼
対
象
／
市
内
在
住
又
は
在
勤
の
方

▼
募
集
人
数
／
５
名

▼
報
酬
及
び
費
用
弁
償
／
会
議
出
席
１
回

７
千
５
０
０
円

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
６
月
５
日
㈮
ま

で
に
窓
口
又
は
郵
送
で
、男
女
共
同
参
画

を
テ
ー
マ
に
し
た
８
０
０
字
程
度
の
作
文

に
、必
要
事
項
と
職
業
を
記
入
の
上
、人

権
推
進
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

１
５
１

３
）へ※

選
考
結
果
は
、８
月
頃
に
応
募

者
全
員
に
通
知

　
本
調
査
は
、国
内
の
工
業
の
実
態
を
明

ら
か
に
し
、行
政
施
策
の
基
礎
資
料
と
す

る
た
め
の
統
計
調
査
で
す
。

　
製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象
に
、１

年
間
の
生
産
活
動
に
伴
う
製
造
品
の
出
荷

額
、原
材
料
使
用
額
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

　
５
月
中
旬
か
ら
、調
査
員
が
事
業
所
に

訪
問・聞
き
取
り
を
行
い
、従
業
員
が
４

名
以
上
の
事
業
所
に
は
調
査
票
を
配
布
し

ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
総
務
課（
☎
０
４
８‐

４
８
１

‐

６
７
５
２
）

　
市
内
の
緑
地
の
保
全
と
緑
化
の
推
進
を

図
る
た
め
、新
座
グ
リ
ー
ン
ス
マ
イ
ル
基

金
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、

野
寺
三
丁
目
保
全
緑
地
や
妙
音
沢
緑
地
な

ど
の
貴
重
な
緑
地
の
購
入
に
基
金
を
活
用

し
て
い
ま
す
。
緑
地
保
全
の
た
め
の
基
金

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
み
ど
り
と
公
園
課（
☎
０
４

８‐

４
７
７‐

２
９
８
７
）

　
５
月
16
日
㈯
に
予
定
し
て
い
た
公
演
を

延
期
し
、令
和
３
年
１
月
31
日
㈰
午
後
２

時
開
演
に
変
更
し
ま
す
。
お
手
持
ち
の
チ

ケ
ッ
ト
で
そ
の
ま
ま
入
場
可
能
で
す
。

▼
問
合
せ
／
市
民
会
館（
☎
０
４
８‐

４
８

１‐

１
１
１
１
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

各
種
税
の
納
付
が
困
難
な
場
合
な
ど
に
利

用
で
き
る
納
税
の
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
６
月
１
日
㈪
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
入
で
き

ま
す
。

▼
問
合
せ
／
県
自
動
車
税
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー（
☎
０
５
０‐

３
７
８
６‐

１
２
２
２
）

　
市
内
に
居
住
す
る
従
業
員
を
雇
用
し
て

い
る
給
与
支
払
者（
特
別
徴
収
義
務
者
）へ
、

５
月
中
旬
に
特
別
徴
収
税
額
決
定
通
知
書

及
び
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
な
お
、確
定
申
告
、市・県
民
税
申
告
の

期
限
を
延
長
し
た
こ
と
に
よ
り
、申
告
内

容
が
今
回
の
決
定
通
知
に
間
に
合
わ
な
か

っ
た
場
合
は
、後
日
、変
更
決
定
通
知
で

反
映
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
市
民
税
課（
☎
０
４
８‐

４
２

４‐

９
６
０
１
）

　
納
税
通
知
書
は
、５
月
７
日
㈭
以
降
に

お
手
元
に
届
く
予
定
で
す
。
６
月
１
日
㈪

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
軽
自
動
車
税
＝
市
民
税
課

（
☎
０
４
８‐

４
２
３‐

９
４
７
０
）、固
定

資
産
税
＝
資
産
税
課（
☎
０
４
８‐

４
８
１

‐

６
７
９
１
）

〇
特
別
徴
収（
毎
月
の
給
料
か
ら
市・県
民

税
を
天
引
き
）の
み
の
課
税
の
方
＝
５

月
１
日
㈮
か
ら

〇
そ
の
他
の
方・コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
利
用

す
る
方
＝
６
月
１
日
㈪
か
ら

※

税
法
上
の
扶
養
と
な
っ
て
い
な
い
方
や

税
の
申
告
を
し
て
い
な
い
方
で
証
明
書
が

必
要
な
方
は
、申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

※

確
定
申
告
、市・県
民
税
申
告
の
期
限

の
延
長
に
よ
り
、提
出
さ
れ
た
申
告
内
容

の
反
映
が
遅
れ
る
場
合
あ
り

▼
問
合
せ
／
市
民
税
課（
☎
０
４
８‐

４
７

７‐

１
１
１
８
）

　
所
得
が
一
定
額
以
下
の
学
生
は
、学
生

納
付
特
例
制
度
を
申
請
す
る
こ
と
で
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
制
度
が
承

認
さ
れ
た
期
間
は
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
が
、受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ

ま
す
。
制
度
を
利
用
せ
ず
未
納
の
ま
ま
に

す
る
と
、障
害
年
金
が
請
求
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
手
続
／
本
人
確
認
書
類
、学
生
証
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
又
は
通
知
カ
ー
ド
を

持
参
の
上
、申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。
昨
年
度
、

学
生
納
付
特
例
制
度
が
承
認
さ
れ
た
方
で

引
き
続
き
同
一
の
学
校
に
在
学
す
る
方
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
申
請
書

（
は
が
き
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
国
保
年
金
課（
☎
０
４
８‐

４

２
４‐

９
６
１
２
）、川
越
年
金
事
務
所（
☎

０
４
９‐

２
４
２‐

２
６
５
７
）

▼
日
時
／
５
月
20
日
㈬
、午
前
11
時
頃

▼
内
容
／
防
災
行
政
無
線
か
ら
、次
の
内

容
を
放
送
し
ま
す
。【
防
災
行
政
無
線
チ

ャ
イ
ム
↓「
こ
れ
は
、Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス

ト
で
す
。」※

３
回
繰
り
返
し
↓「
こ
ち
ら

は
、防
災
に
い
ざ
で
す
。」↓
防
災
行
政
無

線
チ
ャ
イ
ム
】

▼
問
合
せ
／
危
機
管
理
課（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

２
５
０
２
）

市税などの納期

固定資産税・
　都市計画税 1期
軽自動車税

納期：6月1日㈪

▶
工
業
統
計
キ
ャ
ラ

　コ
ウ
ち
ゃ
ん
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令和２年度の広報にいざ
に掲載する広告を募集し
ます。

令和２年度の市ホームペ
ージに掲載するバナー広
告を募集します。

広告を募集しています ※詳細は二次元コードから
　ホームページ参照

広
報

▶問合せ／シティプロモーション課（☎０４８-４２４-９６００）

イ
ベ
ン
ト

新
座
快
適
み
ら
い
都
市
市
民
ま
つ
り

第
５６
回
文
化
祭
　
参
加
者
募
集

日時 ふるさと新座館市民会館

１１月３日（火・祝）

１１月８日㈰

１１月１４日㈯

１１月１５日㈰

１１月２２日㈰

１１月２３日（月・祝）

カラオケ大会

―

洋舞踊

合唱

器楽

日本舞踊

芸能

民謡・民舞

演劇

―

邦楽

―

場所 献
血

お
知
ら
せ

税
・
年
金

安
全
・
安
心

「
桜
満
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

新
座
グ
リ
ー
ン
ス
マ
イ
ル
基
金
に

ご
協
力
を

綾
小
路
き
み
ま
ろ

爆
笑
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ブ
！
公
演
延
期

軽
自
動
車
税・固
定
資
産
税

納
税
通
知
書
の
発
送

国
民
年
金
保
険
料
の

学
生
納
付
特
例
制
度

令
和
２
年
度（
令
和
元
年
分
）所
得・

（
非
）課
税
証
明
書
の
発
行
を
開
始

男
女
共
同
参
画
審
議
会

委
員
の
募
集

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

新
座
市
長
選
挙
の
日
程
が
決
定

特
別
徴
収
税
額
決
定
通
知
書
の
発
送

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
全
国一斉
情
報
伝
達
試
験

５
月
は
自
動
車
税
の
納
期
で
す

道
路
番
号
な
ど
を
変
更

　
舞
台
発
表・カ
ラ
オ
ケ
大
会
へ
の
出
演

者
や
、企
画
段
階
か
ら
運
営
に
携
わ
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
／
市
内
在
住
又
は
在
勤
在
学
の
方

及
び
市
内
の
サ
ー
ク
ル
な
ど
で
活
動
し
て

い
る
方

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
５
月
18
日
㈪
か

ら
６
月
５
日
㈮
ま
で
に
、募
集
要
項
を
参

照
の
上
、申
込
用
紙
を
生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

１
４
９
８
）へ

※

募
集
要
項
及
び
申
込
用
紙
は
、５
月
18

日
㈪
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、生
涯
学
習

ス
ポ
ー
ツ
課
、各
公
民
館・コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
、に
い
ざ
ほ
っ
と
ぷ
ら
ざ
、

市
民
会
館
、図
書
館
、各
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
配
布 

今
月
の
本
だ
な 

ス
ペ
シ
ャ
ル
！

　
家
で
過
ご
す
時
間
が
長
い
と
き
こ
そ

本
を
読
も
う
！
１
冊
の
本
が
あ
れ
ば
、

い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、一
人
で
も
、家

族
と
で
も
、楽
し
め
る
の
が「
読
書
」で

す
。

※

市
内
の
図
書
館・図
書
室
は
５
月
６

日
㈬（
中
央
図
書
館
は
７
日
㈭
）ま
で
臨

時
休
館
し
て
い
ま
す
。
こ
の
後
も
、外
出

の
自
粛
要
請
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、一
部

サ
ー
ビ
ス
を
休
止
し
た
り
、館
内
の
利
用

を
制
限
し
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

最
新
の
情
報
を
ご
確
認
の
上
、お
越
し
く

だ
さ
い

※

所
蔵
館
な
ど
に
つ
い
て
は
、中
央
図
書
館（
☎
０
４
８‐

４

８
１‐

１
１
１
５
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

笑
う
免
疫
学

◀図書館
　ホーム
　ページ

―

自
分
と
他
者
を
区
別
す
る

　
　
　
　
　
　ふ
し
ぎ
な
し
く
み―

（
ち
く
ま
プ
リ
マ
ー
新
書
）

藤
田
紘
一
郎
／
著

筑
摩
書
房

健
康
」に
も
関
わ
っ
て
お
り
、生
き
る

力
に
直
結
す
る
大
切
な
身
体
の
働
き

で
す
。
複
雑
な
仕
組
み
を
持
つ
免
疫

は
、身
体
に
良
い
影
響
を
及
ぼ
す
一

方
で
、そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
こ

と
で
起
こ
る
病
気
も
あ
り
ま
す
。

　
免
疫
の
仕
組
み
を
と
お
し
て
、こ

れ
ま
で
、人
間
が
地
球
上
で
他
の
生

物
と
共
生
し
て
き
た
歴
史
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、70
％
が
腸
、

30
％
が
心
で
作
ら
れ
て
い
る
と
い
う

免
疫
力
に
つ
い
て
学
び
、よ
り
健
康

な
暮
ら
し
に
近
づ
く
ヒ
ン
ト
が
満
載

の
一
冊
で
す
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
10

代
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
本
で
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
身
体
に
備
わ
っ
て

い
る
、ウ
ィ
ル
ス
な
ど
の
外
敵
か
ら

の
攻
撃
を
防
御
し
た
り
、か
か
っ
た

病
気
を
治
そ
う
と
し
た
り
す
る
力
が

「
免
疫
」で
す
。

　
こ
の「
免
疫
」は
、「
感
染
防
御
」は

も
ち
ろ
ん
、「
老
化
の
予
防
」や「
心
の

■「
な
ぞ
な
ぞ
の
本
」

 

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

い
ろ
い
ろ
な
国
の
な
ぞ
な
ぞ
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。
例
え
ば
ブ
ル
ガ
リ
ア
の

な
ぞ
な
ぞ「
こ
の
世
に
あ
る
も
の
　

な
ん
で
も
か
ん
で
も
　
ど
れ
で
も
こ

れ
で
も
区
別
す
る
の
は
？
」答
え
は

読
ん
で
の
お
楽
し
み
。

■「
と
こ
ち
ゃ
ん
は
ど
こ
」

　
と
こ
ち
ゃ
ん
は
、赤
い
ぼ
う
し
の

よ
く
似
合
う
男
の
子
。
元
気
よ
く
と

こ
と
こ
か
け
だ
し
て
、ど
こ
か
へ
行

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
さ
あ
、み
ん
な

で
た
く
さ
ん
の
人
の
中
か
ら
と
こ
ち

ゃ
ん
を
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
探
し

絵
絵
本
の
元
祖
と
い
わ
れ
る
楽
し
い

絵
本
。

み
し
の
た
く
か
に
と

松岡享子／作　大社玲子／絵
こぐま社

　
こ
の
国
に
は
、も
の
し
り
の
王
子

様
が
い
ま
し
た
。
あ
る
日
、王
子
様

は「
ご
は
ん
な
ん
か
食
べ
た
く
な
い

ッ
」と
言
い
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「
み
し
の
た
く
か
に
と
」な
ら
食
べ
る

と
言
い
ま
す
。
そ
れ
を
聞
い
た
王
子

様
の
う
ば
や
先
生
た
ち
は
、わ
け
が

わ
か
ら
ず
ほ
と
ほ
と
困
り
は
て
ま
し

た
。
さ
て「
み
し
の
た
く
か
に
と
」と

は
一
体
何
で
し
ょ
う
？
小
学
校
低
学

年
く
ら
い
か
ら
楽
し
め
る
わ
く
わ
く

す
る
お
話
で
す
。

家
族
で
楽
し
め
る
本
も

福音館書店編集部／編
石川勇／絵　福音館書店

松岡享子／さく
加古里子／え　福音館書店

▼
任
用
期
間
／
令
和
３
年
３
月
31
日
ま

で▼
勤
務
時
間
／
週
４
日（
１
日
７
時
間

45
分
）※

日
時
応
相
談

▼
勤
務
場
所
／
和
光
市
南
２‐

３‐

２

▼
業
務
内
容
／
知
的
障
が
い
者
の
日
常

生
活
の
介
助・支
援※

資
格
不
問

▼
報
酬
／
日
給
９
千
２
５
０
円
以
上

※

期
末
手
当
は
要
件
を
満
た
す
場
合

に
支
給
（
年
間
最
大
2.6
月
）

▼
選
考
／
面
接

▼
問
合
せ
／
す
わ
緑
風
園（
☎
０
４
８‐

４
６
１‐

３
０
２
８
）

　
新
座
消
防
署
で
は
、川
上
敬一郎
さ
ん

に
対
し
、飯
倉
消
防
署
長
か
ら
感
謝
状

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
川
上
さ
ん
は
、２
月
５
日
㈬
に
発
生

し
た
車
両
火
災
に
お
い
て
、消
火
器
を

使
用
し
、初
期
消
火
に
成
功
し
ま
し
た
。

川
上
さ
ん
の
迅
速
で
冷
静
な
行
動
に
よ

り
、被
害
の
拡
大
を
防
ぎ
ま
し
た
。

　
新
座
消
防
署
で
は
、１
月
26
日
㈰
、市

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
で
発
生
し
た
救
急

事
案
で
適
切
な
救
命
処
置
を
行
い
、連

携
し
て
人
命
救
助
に
貢
献
し
た
岡
村
奈

奈
さ
ん
、小
糸
廣
保
さ
ん
、遠
藤
浩
隆
さ

ん
、麻
生
信
晃
さ
ん
に
対
し
、飯
倉
消
防

署
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
４
名
の
皆
さ
ん
は
、「
職
場
や
消
防
署

で
習
っ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
を
役
立
て
る
こ

と
が
で
き
た
」と
、話
さ
れ
ま
し
た
。

朝
霞
地
区

一
部
事
務
組
合
だ
よ
り

障
害
者
支
援
施
設
す
わ
緑
風
園

支
援
員（
会
計
年
度
任
用
職
員
）募
集

新
座
市
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
で

人
命
救
助
、
感
謝
状
を
贈
呈

初
期
消
火
に
成
功
、感
謝
状
を
贈
呈

▲（左から）
岡村さん、小糸さん、遠藤さん、麻生さん

▲妙音沢緑地

　
７
月
25
日
㈯
の
任
期
満
了
に
伴
う
新
座

市
長
選
挙
の
日
程
が
決
定
し
ま
し
た
。

▼
告
示
日
／
６
月
28
日
㈰

▼
投
票
日
／
７
月
５
日
㈰

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
立
候
補
に
必
要
な
書
類
を
配
布
し
ま
す
。

関
係
者
の
方（
３
名
以
内
）は
、必
ず
出
席

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
／
５
月
28
日
㈭
、午
後
１
時
30
分

か
ら

▼
場
所
／
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
会
議
室

１▼
問
合
せ
／
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

１
４
７
５
）

　
令
和
元
年
12
月
24
日
か
ら
始
ま
っ
た
、

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
た
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ「
小・中
学
校
の
桜
を

守
り
育
て
て
、子
ど
も
た
ち
の
オ
ア
シ
ス

を
残
し
て
い
き
た
い
。
桜
満
開
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
！
」は
、令
和
２
年
３
月
19
日
に
、目

標
金
額
の
２
２
０
万
円
を
達
成
で
き
ま
し

た
。

　
寄
附
の
募
集
に
は
、た
く
さ
ん
の
方
々

に
ご
協
力
を
頂
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
桜
の
存
続
や
維
持
管
理
な

ど
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
行
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
な
お
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
寄
附
の

募
集
は
終
了
し
ま
し
た
が
、本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
寄
附
は
引
き
続
き
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
場
合
は
、お

手
数
で
す
が
、シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
引
き
続
き
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
〇
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

＝
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課（
☎
０
４

８‐

４
２
４‐

４
６
８
６
）、〇
桜
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
＝
教
育
総
務
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

６
０
５
６
）

　
道
路
台
帳
の
電
子
デ
ー
タ
化
に
合
わ
せ
、

４
月
１
日
付
け
で
、市
道
番
号
の
変
更
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

▼
問
合
せ
／
道
路
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７

‐

４
５
９
６
）

▼
日
時
／
５
月
18
日
㈪
、午
後
２
時
〜
４

時
30
分

▼
場
所
／
ラ
イ
フ
新
座
店

▼
主
催
／
栗
原
四・五・六
丁
目
献
血
会

▼
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１
）

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
事
項

を
審
議
す
る
た
め
の
審
議
会
で
す
。

▼
任
期
／
９
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
８
月

31
日
ま
で（
２
年
間
）

▼
会
議
回
数
／
年
３
回
程
度

▼
対
象
／
市
内
在
住
又
は
在
勤
の
方

▼
募
集
人
数
／
５
名

▼
報
酬
及
び
費
用
弁
償
／
会
議
出
席
１
回

７
千
５
０
０
円

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
６
月
５
日
㈮
ま

で
に
窓
口
又
は
郵
送
で
、男
女
共
同
参
画

を
テ
ー
マ
に
し
た
８
０
０
字
程
度
の
作
文

に
、必
要
事
項
と
職
業
を
記
入
の
上
、人

権
推
進
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

１
５
１

３
）へ※

選
考
結
果
は
、８
月
頃
に
応
募

者
全
員
に
通
知

　
本
調
査
は
、国
内
の
工
業
の
実
態
を
明

ら
か
に
し
、行
政
施
策
の
基
礎
資
料
と
す

る
た
め
の
統
計
調
査
で
す
。

　
製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象
に
、１

年
間
の
生
産
活
動
に
伴
う
製
造
品
の
出
荷

額
、原
材
料
使
用
額
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

　
５
月
中
旬
か
ら
、調
査
員
が
事
業
所
に

訪
問・聞
き
取
り
を
行
い
、従
業
員
が
４

名
以
上
の
事
業
所
に
は
調
査
票
を
配
布
し

ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
総
務
課（
☎
０
４
８‐

４
８
１

‐

６
７
５
２
）

　
市
内
の
緑
地
の
保
全
と
緑
化
の
推
進
を

図
る
た
め
、新
座
グ
リ
ー
ン
ス
マ
イ
ル
基

金
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、

野
寺
三
丁
目
保
全
緑
地
や
妙
音
沢
緑
地
な

ど
の
貴
重
な
緑
地
の
購
入
に
基
金
を
活
用

し
て
い
ま
す
。
緑
地
保
全
の
た
め
の
基
金

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
み
ど
り
と
公
園
課（
☎
０
４

８‐

４
７
７‐

２
９
８
７
）

　
５
月
16
日
㈯
に
予
定
し
て
い
た
公
演
を

延
期
し
、令
和
３
年
１
月
31
日
㈰
午
後
２

時
開
演
に
変
更
し
ま
す
。
お
手
持
ち
の
チ

ケ
ッ
ト
で
そ
の
ま
ま
入
場
可
能
で
す
。

▼
問
合
せ
／
市
民
会
館（
☎
０
４
８‐

４
８

１‐

１
１
１
１
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

各
種
税
の
納
付
が
困
難
な
場
合
な
ど
に
利

用
で
き
る
納
税
の
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
６
月
１
日
㈪
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
入
で
き

ま
す
。

▼
問
合
せ
／
県
自
動
車
税
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー（
☎
０
５
０‐

３
７
８
６‐

１
２
２
２
）

　
市
内
に
居
住
す
る
従
業
員
を
雇
用
し
て

い
る
給
与
支
払
者（
特
別
徴
収
義
務
者
）へ
、

５
月
中
旬
に
特
別
徴
収
税
額
決
定
通
知
書

及
び
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
な
お
、確
定
申
告
、市・県
民
税
申
告
の

期
限
を
延
長
し
た
こ
と
に
よ
り
、申
告
内

容
が
今
回
の
決
定
通
知
に
間
に
合
わ
な
か

っ
た
場
合
は
、後
日
、変
更
決
定
通
知
で

反
映
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
市
民
税
課（
☎
０
４
８‐

４
２

４‐

９
６
０
１
）

　
納
税
通
知
書
は
、５
月
７
日
㈭
以
降
に

お
手
元
に
届
く
予
定
で
す
。
６
月
１
日
㈪

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
軽
自
動
車
税
＝
市
民
税
課

（
☎
０
４
８‐

４
２
３‐

９
４
７
０
）、固
定

資
産
税
＝
資
産
税
課（
☎
０
４
８‐

４
８
１

‐

６
７
９
１
）

〇
特
別
徴
収（
毎
月
の
給
料
か
ら
市・県
民

税
を
天
引
き
）の
み
の
課
税
の
方
＝
５

月
１
日
㈮
か
ら

〇
そ
の
他
の
方・コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
利
用

す
る
方
＝
６
月
１
日
㈪
か
ら

※

税
法
上
の
扶
養
と
な
っ
て
い
な
い
方
や

税
の
申
告
を
し
て
い
な
い
方
で
証
明
書
が

必
要
な
方
は
、申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

※

確
定
申
告
、市・県
民
税
申
告
の
期
限

の
延
長
に
よ
り
、提
出
さ
れ
た
申
告
内
容

の
反
映
が
遅
れ
る
場
合
あ
り

▼
問
合
せ
／
市
民
税
課（
☎
０
４
８‐

４
７

７‐

１
１
１
８
）

　
所
得
が
一
定
額
以
下
の
学
生
は
、学
生

納
付
特
例
制
度
を
申
請
す
る
こ
と
で
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
制
度
が
承

認
さ
れ
た
期
間
は
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
が
、受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ

ま
す
。
制
度
を
利
用
せ
ず
未
納
の
ま
ま
に

す
る
と
、障
害
年
金
が
請
求
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
手
続
／
本
人
確
認
書
類
、学
生
証
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
又
は
通
知
カ
ー
ド
を

持
参
の
上
、申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。
昨
年
度
、

学
生
納
付
特
例
制
度
が
承
認
さ
れ
た
方
で

引
き
続
き
同
一
の
学
校
に
在
学
す
る
方
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
申
請
書

（
は
が
き
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
国
保
年
金
課（
☎
０
４
８‐

４

２
４‐

９
６
１
２
）、川
越
年
金
事
務
所（
☎

０
４
９‐

２
４
２‐

２
６
５
７
）

▼
日
時
／
５
月
20
日
㈬
、午
前
11
時
頃

▼
内
容
／
防
災
行
政
無
線
か
ら
、次
の
内

容
を
放
送
し
ま
す
。【
防
災
行
政
無
線
チ

ャ
イ
ム
↓「
こ
れ
は
、Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス

ト
で
す
。」※

３
回
繰
り
返
し
↓「
こ
ち
ら

は
、防
災
に
い
ざ
で
す
。」↓
防
災
行
政
無

線
チ
ャ
イ
ム
】

▼
問
合
せ
／
危
機
管
理
課（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

２
５
０
２
）

市税などの納期

固定資産税・
　都市計画税 1期
軽自動車税

納期：6月1日㈪

▶
工
業
統
計
キ
ャ
ラ

　コ
ウ
ち
ゃ
ん



89

5  May  2020広報 にいざ必要事項
●「必要事項」と記載がある場合は、住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号・講座
などの名称を記入の上、お申し込みください。
●保育のある講座は、お子さんの氏名・生年月日を記入の上、お申し込みください。

※費用の記載がない講座などは無料です。

くらしの情報ひろば

植木カット・お庭づくり・ガーデニング
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（３～4ｍ未満）6,000円
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㈱庭屋中村
〒352-0017
新座市菅沢２－11－11
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☆主治医からの同意が得られれば
　医療保険療養費支給が適用されます。
☆マッサージ師が患者様のご自宅、
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住所：新座市野火止7‒18‒1‒313
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新座市堀ノ内2-9-31
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子
ど
も
・
教
育

学
校
応
援
団
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

県
立
特
別
支
援
学
校
の
学
校
見
学

児
童
扶
養
手
当
を
支
給

市
内
小・中
学
校
の

水
泳
補
助
員
の
募
集

公
立
保
育
園
会
計
年
度
任
用
職
員

①
保
育
士
、②
看
護
師
、③
給
食
調
理
員
、

④
早
延
長
保
育
員
の
募
集

特
別
な
支
援
が
必
要
な
児
童
の

就
学
説
明
会

小・中
学
校
の
特
別
支
援
教
育
支
援
員

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）の
募
集

小・中
学
校
の
校
外
行
事（
宿
泊
）の

介
助
員（
臨
時
）の
募
集

家
庭
児
童
相
談
員

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）の
募
集

５
月
５
日
の「
こ
ど
も
の
日
」か
ら

１
週
間
は「
児
童
福
祉
週
間
」で
す

対　象 勤務時間

し 

ご 

と

午前８時30分～午後５時

午前８時30分～午後５時
又は
午前８時30分～
午後２時30分

午前７時～午後７時の
うち、朝・夕それぞれ
２時間程度

午前８時30分～
午後０時15分

〈頻度〉
①・②年４回程度
③月１、２回程度

午前７時～午後７時
のうち、６時間以内

月曜～金曜日 土曜日
①保育士資格を持つ方
②看護師資格を持つ方

③どなたでも
（集団給食での調理経験
や栄養士・調理師免許が
あればなお可）

（保育士資格があればな
お可）

④どなたでも

（勤務日数応相談）

※お近くの消費生活センターをご案内します

℡ １８８
１８８ 泣き寝入り！
い や や

と覚えてください。

総合運動公園内の
牡丹が見頃です

▶問合せ／みどりと公園課
（☎０４８-４７７-２９５０）

　「
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約（
子
ど
も

の
権
利
条
約
）」は
平
成
元
年
11
月
20
日
に

国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
、日
本
は
平
成
６

年
に
批
准
し
ま
し
た
。
子
ど
も
の
権
利
は

大
き
く
分
け
て「
生
き
る
権
利
」、「
守
ら

れ
る
権
利
」、「
育
つ
権
利
」、「
参
加
す
る

権
利
」の
４
つ
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
こ
ど
も
支
援
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

９
１
６
１
）

　
学
習
の
支
援
、安
心・安
全
へ
の
支
援
、

環
境
整
備
へ
の
支
援
、ク
ラ
ブ・部
活
動

へ
の
支
援
な
ど
を
学
校
で
行
っ
て
い
た
だ

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
教
育
支
援
課（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

７
１
４
２
）又
は
活
動
を
希
望
す
る

市
内
の
小・中
学
校
へ

▼
日
時
／
５
月
20
日
㈬
、午
前
10
時
〜
正

午▼
場
所
／
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
会
議
室

２▼
対
象
／
令
和
３
年
度
に
小
学
校
に
入
学

予
定
で
、障
が
い
が
あ
る
な
ど
特
別
な
支

援
が
必
要
な
児
童
の
保
護
者

▼
内
容
／
就
学
相
談
日
程
、市
内
特
別
支

援
学
級･

通
級
指
導
教
室
、学
校
見
学
な

ど▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
５
月
15
日
㈮
ま

で
に
、窓
口
又
は
電
話
で
教
育
相
談
セ
ン

タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

７
２
０
４
）へ

■
所
沢
お
お
ぞ
ら
特
別
支
援
学
校

▼
日
時
／
７
月
16
日
㈭
、９
月
15
日
㈫
、

10
月
19
日
㈪
、午
前
10
時
〜
正
午

▼
対
象
／
市
内
在
住
で
同
校
に
就
学・入

学・転
学
を
考
え
て
い
る
児
童・生
徒
の
保

護
者
及
び
関
係
者

▼
公
開
学
部
／
知
的
障
が
い
教
育
部
門

（
小
学･
中
学・高
等
部
）

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス（
０
４‐

２
９
５
１‐

１

１
０
５
）で
同
校
へ

■
和
光
南
特
別
支
援
学
校

▼
日
時
／
○
小
学・中
学・高
等
部
＝
６
月

30
日
㈫
、７
月
16
日
㈭
、９
月
10
日
㈭
、10

月
20
日
㈫
、○
小・中
学
部
＝
６
月
16
日
㈫
、

９
月
３
日
㈭
、○
小
学・高
等
部
＝
７
月
７

日
㈫
、○
高
等
部
＝
11
月
６
日
㈮
、20
日
㈮
、

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
50
分
　

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
前
日
ま
で
に
電

話
で
同
校（
☎
０
４
８‐

４
６
５‐

９
７
８

０
）へ

■
和
光
特
別
支
援
学
校

▼
学
校
見
学
／
○
小・中
学
部
＝
６
月
９

日
㈫
、７
月
７
日
㈫
、９
月
14
日
㈪
、11
月

４
日
㈬（
11
月
４
日
㈬
は
令
和
３
年
度
中

に
就
学・転
学
を
予
定
し
て
い
な
い
方
が

対
象
）、○
高
等
部
＝
未
定
、午
前
10
時
〜

正
午

▼
体
験
学
習
／
○
小・中
学
部
＝
７
月
28

日
㈫（
新
１
年
生
の
み
）・９
月
15
日
㈫・24

日
㈭
、午
前
10
時
〜
正
午

▼
内
容
／
令
和
３
年
度
に
就
学
す
る
か
、

同
校
へ
の
転
学
を
検
討
し
て
い
る
児
童・

生
徒
の
保
護
者

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
電
話
で
同
校

（
☎
０
４
８‐

４
６
５‐

９
７
７
０
）へ

▼
対
象
／
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
該
当

す
る
、年
度
末
ま
で
に
18
歳
に
な
る
児
童

を
養
育
し
て
い
る
父
母
又
は
養
育
者※

一

定
の
障
が
い
の
あ
る
児
童
は
20
歳
未
満
ま

で
。
受
給
者
や
同
居
の
親
族
に
所
得
制
限

あ
り

▼
条
件
／
○
父
母
が
離
婚
し
て
い
る
、○

父
又
は
母
が
死
亡
し
て
い
る
、○
父
又
は

母
が
一
定
以
上
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
、

○
父
又
は
母
に
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る
、○
父
又
は
母
が
裁
判
所
か
ら
Ｄ
Ｖ
保

護
命
令
を
受
け
て
い
る
、○
父
又
は
母
が

法
律
に
よ
り
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
、

○
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
な

ど※

児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
児

童
な
ど
は
対
象
外

▼
手
当（
月
額
）／
児
童
１
人
の
場
合
１
万

１
８
０
円
〜
４
万
３
千
１
６
０
円（
所
得

金
額
に
よ
り
２
人
目
以
降
の
加
算
あ
り
）

※

医
療
費
の
一
部
が
支
給
さ
れ
る「
ひ
と

り
親
家
庭
等
医
療
費
」は
５
ペ
ー
ジ
参
照

▼
問
合
せ
／
こ
ど
も
給
付
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

９
６
１
９
）

▼
勤
務
日
／
６
月
か
ら
９
月
ま
で
の
水
泳

学
習
を
行
う
日

▼
業
務
内
容
／
特
別
支
援
学
級
や
車
椅
子

を
使
用
す
る
児
童・生
徒
な
ど
の
支
援

▼
時
給
／
１
千
56
円（
交
通
費
別
途
）

▼
問
合
せ
／
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー（
☎
０

４
８‐

４
７
７‐

７
２
０
４
）

▼
試
験
会
場
／
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
教

育
相
談
セ
ン
タ
ー（
作
文
及
び
面
接
で
随

時
選
考
）

▼
任
用
期
間
／
６
月
１
日
か
ら
令
和
３
年

３
月
31
日
ま
で

▼
勤
務
時
間
／
週
５
日（
１
日
６
時
間
）※

健
康
保
険
な
ど
へ
の
加
入
あ
り

▼
対
象
／
特
別
支
援
教
育
や
福
祉
に
理
解

の
あ
る
方（
教
員
免
許
不
要
） 

▼
募
集
人
数
／
若
干
名

▼
業
務
内
容
／
特
別
な
教
育
支
援
が
必
要

な
児
童・生
徒
の
支
援

▼
時
給
／
９
８
８
円

▼
応
募
方
法
及
び
問
合
せ
／
窓
口
又
は
郵

送
で
、履
歴
書（
顔
写
真
貼
付
）を
教
育
相

談
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

７
２

０
４
）へ

▼
勤
務
時
間
／
月
曜
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

う
ち
週
４
日
間
、午
前
８
時
45
分
〜
午
後

５
時
15
分
ま
で（
７
時
間
30
分
）※

６
月
１

日
か
ら
勤
務（
相
談
可
）

▼
勤
務
場
所
／
市
役
所

▼
対
象
／
資
格
要
件
あ
り

▼
募
集
人
数
／
１
名

▼
業
務
内
容
／
子
ど
も
と
の
生
活
で
感
じ

る
不
安
や
心
配
ご
と
へ
の
相
談
対
応（
周

囲
と
の
違
い
が
気
に
な
る
、子
ど
も
と
の

関
わ
り
方
な
ど
）

▼
時
給
／
１
千
５
０
０
円（
交
通
費
実
費

支
給
）

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
窓
口
又
は
郵
送

で
、履
歴
書（
顔
写
真
貼
付
）を
人
事
課（
☎

０
４
８‐
４
２
４‐

８
１
２
５
）へ

▼
業
務
内
容
／
①
保
育
業
務
、②
保
健
業

務
、保
育
補
助
業
務
、③
給
食
調
理
業
務
、

④
早
朝
及
び
延
長
保
育
時
間
帯
の
保
育
補

助
業
務

▼
必
要
書
類
／
①・②
履
歴
書
、資
格
証

の
写
し
、③・④
履
歴
書

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
必
要
書
類
を
保

育
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

６
３
４
４
）へ

※

報
酬
な
ど
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

▼
勤
務
日
／
○
中
学
校
修
学
旅
行
実
施
日

（
２
泊
３
日
）、○
小
学
校
林
間
学
校
実
施

日（
２
泊
３
日
）

▼
勤
務
場
所
／
学
校
及
び
旅
行
先

▼
業
務
内
容
／
車
椅
子
を
使
用
す
る
児

童・生
徒
な
ど
が
宿
泊
を
伴
う
校
外
行
事

に
参
加
す
る
と
き
の
介
助

▼
時
給
／
９
８
８
円

▼
問
合
せ
／
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー（
☎
０

４
８‐

４
７
７‐

７
２
０
４
）

　肩のスポーツ障害を考える上でカギとなるのは、①年齢（骨端線が閉じてい
るか≒中学生以下か）、②オーバーヘッド動作を繰り返すかという点です。
　骨端線が閉じていない学童・中学生がボールを多投して骨頭骨端線部の痛
みを訴える場合は、リトルリーガーズショルダーが疑われます。1か月ほど
オーバーヘッド動作を禁止し、レントゲン画像で骨端線部の癒合を確認し復
帰の時期を相談していきます。
　骨端線が閉じた高校・大学生以上の年齢でボールを多投して投球側の肩の
痛みを訴える場合には、インターナル・インピンジメント（肩の受け皿［関節
窩］とボール［上腕骨頭］の間に腱板や関節唇が挟まり腱板損傷、関節唇損傷
を呈した状態）や肩峰下インピンジメント（肩の屋根の部分［肩峰］とボール
［上腕骨頭］の間に腱板が挟まり、擦れて痛みを呈した状態）が疑われます。
どちらの状態も肩を外転外旋位あるいは屈曲内旋位としたときに疼痛が誘発
されることが多く、局所麻酔薬の注射により患部の疼痛が消失すれば、より
診断は確かなものとなります。これらの病態の背景には肩甲骨の位置や使い
方、さらに脊椎、胸郭、骨盤、下肢をも含む全身の姿勢が関与しており、理学
療法が治療上有効です。
　オーバーヘッド動作により肩が繰り返し脱臼する場合は、初回脱臼時の年
齢と脱臼の仕方が極めて重要です。40歳未満の患者で、転倒、転落、接触な
ど激しい衝撃を伴って起こった初回脱臼の場合、関節唇損傷を伴う反復性肩
関節脱臼の可能性が高く、基本的には手術を考慮します。一方、単なる投球や、
腕を回すといった衝撃の少ない運動で初回脱臼したのであれば動揺肩（ルー

ス・ショルダー＝生まれつき全身の靭帯が軟らかいために脱臼が起こりやす
い状態）と考え、理学療法を第一に考えます。40歳以上で初回脱臼した場合
は腱板断裂を第一に疑い、3週間ほど経過した時点で腱板機能（肩の外転、外
旋、内旋筋力）がどれだけ残存しているかを確認します。若年者の腱板は強
固で断裂しにくいため、より構造上弱い関節唇が損傷しやすく、40歳以上の
患者は、変性により関節唇より腱板が断裂しやすくなる、という背景から損
傷部位を推定します。
　肘のスポーツ障害を考えるポイントも、骨端線閉鎖前か、オーバーヘッド
動作を繰り返しているかという点ですが、加えて痛みの場所も重要な情報で
す。骨端線閉鎖前に見られる野球肘は内側障害、外側障害、肘頭障害の３つ
に分けられます。そのうち外側障害（上腕骨小頭離断性骨軟骨炎）の機能予後
が悪いため、まず痛い部位が外側、特に小頭部の痛みかどうかを判断し、外側
に痛みが見られれば超音波検査を行います。レントゲン検査も必要ですが、
初期では変化が出ないため超音波検査を行うべきです。外側障害は進行する
と手術を要し、スポーツどころか日常生活動作まで脅かす可能性があるため、
見逃してはなりません。内側障害は比較的治りやすく、長くても3か月の投
球禁止で改善することが多いです。
　骨端線が閉じており、オーバヘッド動作を繰り返す患者で肘痛を呈してい
る場合も、痛みの場所を確認します。内側の痛みであれば手関節屈曲・肘外
反で疼痛が誘発されやすい内側側副靭帯損傷が疑われ、超音波検査で靭帯の
炎症、損傷の程度が調べられます。症状が遷延する場合、MRI検査で靭帯損
傷の程度を調べ、靭帯断裂が見られる場合、手術を考慮することがあります。
　肩、肘のスポーツ障害では、骨端線閉鎖の有無（≒年齢）、オーバーヘッド動
作を繰り返しているかどうか（≒スポーツ特性）、痛む場所の３つの情報が重
要です。特に見逃してはならないのが骨端線閉鎖前に見られる外側障害（上
腕骨小頭離断性骨軟骨炎）であり、初期の診断には超音波検査が有用です。

　
市
で
は
、安
全・安
心
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
つ
く
る

た
め
の「
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」の
実

現
に
向
け
て
、様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
殊
詐
欺
に
要
注
意

　
令
和
元
年
の
市
内
特
殊
詐
欺
被
害
発
生
件
数
は
57

件
、被
害
額
は
６
千
７
５
１
万
円（
暫
定
値
）で
し
た
。

■
様
々
な
手
口
の
詐
欺
が
あ
り
ま
す

○
警
察
官
、銀
行
協
会
職
員
あ
る
い
は
官
公
庁
職
員
な

ど
を
名
乗
り
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま
し
取
る

○「
還
付
金
が
あ
る
」と
言
葉
巧
み
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ど
に

誘
導
し
て
現
金
を
振
り
込
ま
せ
る

○
は
が
き
や
メ
ー
ル
で
、未
納
料
金
と
称
し
て
電
子
マ

ネ
ー
や
現
金
を
だ
ま
し
取
る

　
他
人
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
通
帳
を
渡
し
た
り
、

暗
証
番
号
を
教
え
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
電
話
を
受
け
た
際
は
、慌
て
ず
に
、ま
ず

は
警
察
や
市
役
所
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▼
相
談
先
／
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４

２
４‐

９
１
６
２
）、新
座
警
察
署（
☎
０
４
８‐

４
８
２

‐

０
１
１
０
）、け
い
さ
つ
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー（
☎
♯

９
１
１
０
） 

地
域
消
費
生
活
講
座（
出
前
講
座
）を

ご
活
用
く
だ
さ
い

　
後
を
絶
た
な
い
振
り
込
め
詐
欺
や
悪
質
商
法
。「
自

分
に
は
関
係
な
い
」と
思
っ
て
い
る
方
が
、被
害
に

遭
っ
て
い
ま
す
。
大
切
な
財
産
を
守
る
方
法
を
、一
緒

に
学
び
ま
せ
ん
か
。
市
の
消
費
生
活
相
談
に
対
応
し

て
い
る
相
談
員
が
、悪
質
商
法
の
実
態
や
対
処
方
法
を

お
話
し
し
ま
す
。※

受
付
を
休
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
事
前
に
経
済
振
興
課
ま
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

消
費
者
展
の
参
加
協
力
団
体
を
募
集

　
食
の
安
全
や
環
境
問
題
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、消
費
者

展
を
開
催
し
ま
す
。

▼
実
施
日
／
10
月
31
日
㈯
、11
月
１
日
㈰

▼
場
所
／
市
民
ま
つ
り
産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場

▼
対
象
／
市
内
で
消
費
者
活
動
を
１
年
以
上
継
続
し
、

会
議
や
資
料
作
り
な
ど
、消
費
者
展
の
運
営
に
参
加
で

き
る
消
費
者
団
体

▼
申
込
み
／
５
月
20
日
㈬
ま
で
に
、窓
口
又
は
電
話
で

経
済
振
興
課
へ

地
域
座
談
会
の
開
催
を
支
援

　
消
費
生
活
に
関
す
る
内
容
の
座
談
会
や
自
主
的
な

学
習
会
な
ど
の
開
催
に
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
５
名
以
上
の
消
費
者
団
体

▼
内
容
／
座
談
会
な
ど
を
実
施
す
る
際
の
学
習
テ
ー

マ
に
関
連
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
資
料
貸
出
、講
師
謝
礼

金
の
助
成（
上
限
２
万
７
千
円
）

▼
申
込
み
／
５
月
20
日
㈬
ま
で
に
、窓
口
又
は
電
話
で

経
済
振
興
課
へ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
消
費
生
活
に
関
す
る
苦
情

相
談
や
問
合
せ
を
、知
識
豊
か
な
専
門
の
相
談
員
が
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
困
っ
た
こ
と
、知
り
た
い
こ
と
が

あ
る
と
き
は
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※

事
業
に
関
す
る
相
談
及
び
個
人
間
取
引
は
対
象
外

▼
相
談
時
間
／
平
日（
年
末
年
始・祝
日
を
除
く
）の
午

前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
相
談
場
所
／
市
役
所
本
庁
舎
３
階
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー

▼
相
談
対
象
者
／
市
内
在
住
又
は
在
勤
在
学
の
方

▼
相
談
方
法
／
電
話（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

９
１
６

２
）又
は
面
談（
予
約
不
要
）

健　　康

わ
たしたちの

おお さわ かず お

豊
か
な
未
来
へ

　〜『
も
っ
た
い
な
い
』か
ら
始
め
よ
う
！
〜

令和２年度
テーマ

５月は
消費者月間
です

肩・肘のスポーツ障害
朝霞地区医師会　大澤　一誉　　☎048-464-4666

経
済
振
興
課

（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

９
６
０
６
）

問合せ

植物画（ボタニカルアート）
植物画　のいちご

5月20日㈬～24日㈰、午前10時～午後6時（初
日は午後1時から、最終日は午後5時まで）／ほ
っとぷらざ／花や果実などを丁寧に観察し描い
た水彩画の作品展／篠田☎０４８-４７８-７３１９

掲載内容などに関して、市では関与していません。
本コーナーへ掲載希望の方は、掲載を希望する月の2か月前の20日ま
でに、所定の申請書をシティプロモーション課（☎048-424-9600）へ

市内サークル
などの催し物

▲会員募集は　
　こちら

　市ホームページに市内サークル
などの会員募集を掲載しています。
　掲載中のサークルについては、
シティプロモーション課へお問い
合せください。

こったんせん

ゆごう

けんばん

けんぽうか

がいてんがいせんい くっきょくないせんい とうつう

か かんせつしん

かんせつ

ちゅうとう
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●「必要事項」と記載がある場合は、住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号・講座
などの名称を記入の上、お申し込みください。
●保育のある講座は、お子さんの氏名・生年月日を記入の上、お申し込みください。

※費用の記載がない講座などは無料です。

くらしの情報ひろば

植木カット・お庭づくり・ガーデニング

造園1級施工管理士
中村　健人

©新座市2010 \見積無料/
植木1本の高さと値段

（１～３ｍ未満）3,000円 （4～5ｍ未満）8,000円
（３～4ｍ未満）6,000円
※伐採（抜根）・除草・植栽等も致します

個人様：１本・１坪からお任せください
法人様：大規模植栽管理・休日対応・福祉施設
不動産管理組合様：植栽管理・コストカット・空き家管理

㈱庭屋中村
〒352-0017
新座市菅沢２－11－11

詳しくは！ （株）庭屋中村

訪問マッサージをご存知ですか
☆主治医からの同意が得られれば
　医療保険療養費支給が適用されます。
☆マッサージ師が患者様のご自宅、
　又は入所施設などへ訪問し施術します。
TEL：080-4163-3888
住所：新座市野火止7‒18‒1‒313

あん摩マッサージ指圧師（国家資格取得）
山田  徹明

●外来　  ●入院  ●透析センター
●地域医療センター ●健診センター

新座市堀ノ内2-9-31
Tel.048-481-5168

子
ど
も
・
教
育

学
校
応
援
団
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

県
立
特
別
支
援
学
校
の
学
校
見
学

児
童
扶
養
手
当
を
支
給

市
内
小・中
学
校
の

水
泳
補
助
員
の
募
集

公
立
保
育
園
会
計
年
度
任
用
職
員

①
保
育
士
、②
看
護
師
、③
給
食
調
理
員
、

④
早
延
長
保
育
員
の
募
集

特
別
な
支
援
が
必
要
な
児
童
の

就
学
説
明
会

小・中
学
校
の
特
別
支
援
教
育
支
援
員

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）の
募
集

小・中
学
校
の
校
外
行
事（
宿
泊
）の

介
助
員（
臨
時
）の
募
集

家
庭
児
童
相
談
員

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）の
募
集

５
月
５
日
の「
こ
ど
も
の
日
」か
ら

１
週
間
は「
児
童
福
祉
週
間
」で
す

対　象 勤務時間

し 

ご 

と

午前８時30分～午後５時

午前８時30分～午後５時
又は
午前８時30分～
午後２時30分

午前７時～午後７時の
うち、朝・夕それぞれ
２時間程度

午前８時30分～
午後０時15分

〈頻度〉
①・②年４回程度
③月１、２回程度

午前７時～午後７時
のうち、６時間以内

月曜～金曜日 土曜日
①保育士資格を持つ方
②看護師資格を持つ方

③どなたでも
（集団給食での調理経験
や栄養士・調理師免許が
あればなお可）

（保育士資格があればな
お可）

④どなたでも

（勤務日数応相談）

※お近くの消費生活センターをご案内します

℡ １８８
１８８ 泣き寝入り！
い や や

と覚えてください。

総合運動公園内の
牡丹が見頃です

▶問合せ／みどりと公園課
（☎０４８-４７７-２９５０）

　「
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約（
子
ど
も

の
権
利
条
約
）」は
平
成
元
年
11
月
20
日
に

国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
、日
本
は
平
成
６

年
に
批
准
し
ま
し
た
。
子
ど
も
の
権
利
は

大
き
く
分
け
て「
生
き
る
権
利
」、「
守
ら

れ
る
権
利
」、「
育
つ
権
利
」、「
参
加
す
る

権
利
」の
４
つ
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
こ
ど
も
支
援
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

９
１
６
１
）

　
学
習
の
支
援
、安
心・安
全
へ
の
支
援
、

環
境
整
備
へ
の
支
援
、ク
ラ
ブ・部
活
動

へ
の
支
援
な
ど
を
学
校
で
行
っ
て
い
た
だ

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
教
育
支
援
課（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

７
１
４
２
）又
は
活
動
を
希
望
す
る

市
内
の
小・中
学
校
へ

▼
日
時
／
５
月
20
日
㈬
、午
前
10
時
〜
正

午▼
場
所
／
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
会
議
室

２▼
対
象
／
令
和
３
年
度
に
小
学
校
に
入
学

予
定
で
、障
が
い
が
あ
る
な
ど
特
別
な
支

援
が
必
要
な
児
童
の
保
護
者

▼
内
容
／
就
学
相
談
日
程
、市
内
特
別
支

援
学
級･

通
級
指
導
教
室
、学
校
見
学
な

ど▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
５
月
15
日
㈮
ま

で
に
、窓
口
又
は
電
話
で
教
育
相
談
セ
ン

タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

７
２
０
４
）へ

■
所
沢
お
お
ぞ
ら
特
別
支
援
学
校

▼
日
時
／
７
月
16
日
㈭
、９
月
15
日
㈫
、

10
月
19
日
㈪
、午
前
10
時
〜
正
午

▼
対
象
／
市
内
在
住
で
同
校
に
就
学・入

学・転
学
を
考
え
て
い
る
児
童・生
徒
の
保

護
者
及
び
関
係
者

▼
公
開
学
部
／
知
的
障
が
い
教
育
部
門

（
小
学･

中
学・高
等
部
）

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス（
０
４‐

２
９
５
１‐

１

１
０
５
）で
同
校
へ

■
和
光
南
特
別
支
援
学
校

▼
日
時
／
○
小
学・中
学・高
等
部
＝
６
月

30
日
㈫
、７
月
16
日
㈭
、９
月
10
日
㈭
、10

月
20
日
㈫
、○
小・中
学
部
＝
６
月
16
日
㈫
、

９
月
３
日
㈭
、○
小
学・高
等
部
＝
７
月
７

日
㈫
、○
高
等
部
＝
11
月
６
日
㈮
、20
日
㈮
、

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
50
分
　

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
前
日
ま
で
に
電

話
で
同
校（
☎
０
４
８‐

４
６
５‐

９
７
８

０
）へ

■
和
光
特
別
支
援
学
校

▼
学
校
見
学
／
○
小・中
学
部
＝
６
月
９

日
㈫
、７
月
７
日
㈫
、９
月
14
日
㈪
、11
月

４
日
㈬（
11
月
４
日
㈬
は
令
和
３
年
度
中

に
就
学・転
学
を
予
定
し
て
い
な
い
方
が

対
象
）、○
高
等
部
＝
未
定
、午
前
10
時
〜

正
午

▼
体
験
学
習
／
○
小・中
学
部
＝
７
月
28

日
㈫（
新
１
年
生
の
み
）・９
月
15
日
㈫・24

日
㈭
、午
前
10
時
〜
正
午

▼
内
容
／
令
和
３
年
度
に
就
学
す
る
か
、

同
校
へ
の
転
学
を
検
討
し
て
い
る
児
童・

生
徒
の
保
護
者

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
電
話
で
同
校

（
☎
０
４
８‐

４
６
５‐

９
７
７
０
）へ

▼
対
象
／
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
該
当

す
る
、年
度
末
ま
で
に
18
歳
に
な
る
児
童

を
養
育
し
て
い
る
父
母
又
は
養
育
者※

一

定
の
障
が
い
の
あ
る
児
童
は
20
歳
未
満
ま

で
。
受
給
者
や
同
居
の
親
族
に
所
得
制
限

あ
り

▼
条
件
／
○
父
母
が
離
婚
し
て
い
る
、○

父
又
は
母
が
死
亡
し
て
い
る
、○
父
又
は

母
が
一
定
以
上
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
、

○
父
又
は
母
に
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る
、○
父
又
は
母
が
裁
判
所
か
ら
Ｄ
Ｖ
保

護
命
令
を
受
け
て
い
る
、○
父
又
は
母
が

法
律
に
よ
り
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
、

○
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
な

ど※

児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
児

童
な
ど
は
対
象
外

▼
手
当（
月
額
）／
児
童
１
人
の
場
合
１
万

１
８
０
円
〜
４
万
３
千
１
６
０
円（
所
得

金
額
に
よ
り
２
人
目
以
降
の
加
算
あ
り
）

※

医
療
費
の
一
部
が
支
給
さ
れ
る「
ひ
と

り
親
家
庭
等
医
療
費
」は
５
ペ
ー
ジ
参
照

▼
問
合
せ
／
こ
ど
も
給
付
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

９
６
１
９
）

▼
勤
務
日
／
６
月
か
ら
９
月
ま
で
の
水
泳

学
習
を
行
う
日

▼
業
務
内
容
／
特
別
支
援
学
級
や
車
椅
子

を
使
用
す
る
児
童・生
徒
な
ど
の
支
援

▼
時
給
／
１
千
56
円（
交
通
費
別
途
）

▼
問
合
せ
／
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー（
☎
０

４
８‐

４
７
７‐

７
２
０
４
）

▼
試
験
会
場
／
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
教

育
相
談
セ
ン
タ
ー（
作
文
及
び
面
接
で
随

時
選
考
）

▼
任
用
期
間
／
６
月
１
日
か
ら
令
和
３
年

３
月
31
日
ま
で

▼
勤
務
時
間
／
週
５
日（
１
日
６
時
間
）※

健
康
保
険
な
ど
へ
の
加
入
あ
り

▼
対
象
／
特
別
支
援
教
育
や
福
祉
に
理
解

の
あ
る
方（
教
員
免
許
不
要
） 

▼
募
集
人
数
／
若
干
名

▼
業
務
内
容
／
特
別
な
教
育
支
援
が
必
要

な
児
童・生
徒
の
支
援

▼
時
給
／
９
８
８
円

▼
応
募
方
法
及
び
問
合
せ
／
窓
口
又
は
郵

送
で
、履
歴
書（
顔
写
真
貼
付
）を
教
育
相

談
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

７
２

０
４
）へ

▼
勤
務
時
間
／
月
曜
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

う
ち
週
４
日
間
、午
前
８
時
45
分
〜
午
後

５
時
15
分
ま
で（
７
時
間
30
分
）※

６
月
１

日
か
ら
勤
務（
相
談
可
）

▼
勤
務
場
所
／
市
役
所

▼
対
象
／
資
格
要
件
あ
り

▼
募
集
人
数
／
１
名

▼
業
務
内
容
／
子
ど
も
と
の
生
活
で
感
じ

る
不
安
や
心
配
ご
と
へ
の
相
談
対
応（
周

囲
と
の
違
い
が
気
に
な
る
、子
ど
も
と
の

関
わ
り
方
な
ど
）

▼
時
給
／
１
千
５
０
０
円（
交
通
費
実
費

支
給
）

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
窓
口
又
は
郵
送

で
、履
歴
書（
顔
写
真
貼
付
）を
人
事
課（
☎

０
４
８‐

４
２
４‐

８
１
２
５
）へ

▼
業
務
内
容
／
①
保
育
業
務
、②
保
健
業

務
、保
育
補
助
業
務
、③
給
食
調
理
業
務
、

④
早
朝
及
び
延
長
保
育
時
間
帯
の
保
育
補

助
業
務

▼
必
要
書
類
／
①・②
履
歴
書
、資
格
証

の
写
し
、③・④
履
歴
書

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
必
要
書
類
を
保

育
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

６
３
４
４
）へ

※

報
酬
な
ど
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

▼
勤
務
日
／
○
中
学
校
修
学
旅
行
実
施
日

（
２
泊
３
日
）、○
小
学
校
林
間
学
校
実
施

日（
２
泊
３
日
）

▼
勤
務
場
所
／
学
校
及
び
旅
行
先

▼
業
務
内
容
／
車
椅
子
を
使
用
す
る
児

童・生
徒
な
ど
が
宿
泊
を
伴
う
校
外
行
事

に
参
加
す
る
と
き
の
介
助

▼
時
給
／
９
８
８
円

▼
問
合
せ
／
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー（
☎
０

４
８‐

４
７
７‐

７
２
０
４
）

　肩のスポーツ障害を考える上でカギとなるのは、①年齢（骨端線が閉じてい
るか≒中学生以下か）、②オーバーヘッド動作を繰り返すかという点です。
　骨端線が閉じていない学童・中学生がボールを多投して骨頭骨端線部の痛
みを訴える場合は、リトルリーガーズショルダーが疑われます。1か月ほど
オーバーヘッド動作を禁止し、レントゲン画像で骨端線部の癒合を確認し復
帰の時期を相談していきます。
　骨端線が閉じた高校・大学生以上の年齢でボールを多投して投球側の肩の
痛みを訴える場合には、インターナル・インピンジメント（肩の受け皿［関節
窩］とボール［上腕骨頭］の間に腱板や関節唇が挟まり腱板損傷、関節唇損傷
を呈した状態）や肩峰下インピンジメント（肩の屋根の部分［肩峰］とボール
［上腕骨頭］の間に腱板が挟まり、擦れて痛みを呈した状態）が疑われます。
どちらの状態も肩を外転外旋位あるいは屈曲内旋位としたときに疼痛が誘発
されることが多く、局所麻酔薬の注射により患部の疼痛が消失すれば、より
診断は確かなものとなります。これらの病態の背景には肩甲骨の位置や使い
方、さらに脊椎、胸郭、骨盤、下肢をも含む全身の姿勢が関与しており、理学
療法が治療上有効です。
　オーバーヘッド動作により肩が繰り返し脱臼する場合は、初回脱臼時の年
齢と脱臼の仕方が極めて重要です。40歳未満の患者で、転倒、転落、接触な
ど激しい衝撃を伴って起こった初回脱臼の場合、関節唇損傷を伴う反復性肩
関節脱臼の可能性が高く、基本的には手術を考慮します。一方、単なる投球や、
腕を回すといった衝撃の少ない運動で初回脱臼したのであれば動揺肩（ルー

ス・ショルダー＝生まれつき全身の靭帯が軟らかいために脱臼が起こりやす
い状態）と考え、理学療法を第一に考えます。40歳以上で初回脱臼した場合
は腱板断裂を第一に疑い、3週間ほど経過した時点で腱板機能（肩の外転、外
旋、内旋筋力）がどれだけ残存しているかを確認します。若年者の腱板は強
固で断裂しにくいため、より構造上弱い関節唇が損傷しやすく、40歳以上の
患者は、変性により関節唇より腱板が断裂しやすくなる、という背景から損
傷部位を推定します。
　肘のスポーツ障害を考えるポイントも、骨端線閉鎖前か、オーバーヘッド
動作を繰り返しているかという点ですが、加えて痛みの場所も重要な情報で
す。骨端線閉鎖前に見られる野球肘は内側障害、外側障害、肘頭障害の３つ
に分けられます。そのうち外側障害（上腕骨小頭離断性骨軟骨炎）の機能予後
が悪いため、まず痛い部位が外側、特に小頭部の痛みかどうかを判断し、外側
に痛みが見られれば超音波検査を行います。レントゲン検査も必要ですが、
初期では変化が出ないため超音波検査を行うべきです。外側障害は進行する
と手術を要し、スポーツどころか日常生活動作まで脅かす可能性があるため、
見逃してはなりません。内側障害は比較的治りやすく、長くても3か月の投
球禁止で改善することが多いです。
　骨端線が閉じており、オーバヘッド動作を繰り返す患者で肘痛を呈してい
る場合も、痛みの場所を確認します。内側の痛みであれば手関節屈曲・肘外
反で疼痛が誘発されやすい内側側副靭帯損傷が疑われ、超音波検査で靭帯の
炎症、損傷の程度が調べられます。症状が遷延する場合、MRI検査で靭帯損
傷の程度を調べ、靭帯断裂が見られる場合、手術を考慮することがあります。
　肩、肘のスポーツ障害では、骨端線閉鎖の有無（≒年齢）、オーバーヘッド動
作を繰り返しているかどうか（≒スポーツ特性）、痛む場所の３つの情報が重
要です。特に見逃してはならないのが骨端線閉鎖前に見られる外側障害（上
腕骨小頭離断性骨軟骨炎）であり、初期の診断には超音波検査が有用です。

　
市
で
は
、安
全・安
心
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
つ
く
る

た
め
の「
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」の
実

現
に
向
け
て
、様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
殊
詐
欺
に
要
注
意

　
令
和
元
年
の
市
内
特
殊
詐
欺
被
害
発
生
件
数
は
57

件
、被
害
額
は
６
千
７
５
１
万
円（
暫
定
値
）で
し
た
。

■
様
々
な
手
口
の
詐
欺
が
あ
り
ま
す

○
警
察
官
、銀
行
協
会
職
員
あ
る
い
は
官
公
庁
職
員
な

ど
を
名
乗
り
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま
し
取
る

○「
還
付
金
が
あ
る
」と
言
葉
巧
み
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ど
に

誘
導
し
て
現
金
を
振
り
込
ま
せ
る

○
は
が
き
や
メ
ー
ル
で
、未
納
料
金
と
称
し
て
電
子
マ

ネ
ー
や
現
金
を
だ
ま
し
取
る

　
他
人
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
通
帳
を
渡
し
た
り
、

暗
証
番
号
を
教
え
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
電
話
を
受
け
た
際
は
、慌
て
ず
に
、ま
ず

は
警
察
や
市
役
所
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▼
相
談
先
／
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４

２
４‐

９
１
６
２
）、新
座
警
察
署（
☎
０
４
８‐

４
８
２

‐

０
１
１
０
）、け
い
さ
つ
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー（
☎
♯

９
１
１
０
） 

地
域
消
費
生
活
講
座（
出
前
講
座
）を

ご
活
用
く
だ
さ
い

　
後
を
絶
た
な
い
振
り
込
め
詐
欺
や
悪
質
商
法
。「
自

分
に
は
関
係
な
い
」と
思
っ
て
い
る
方
が
、被
害
に

遭
っ
て
い
ま
す
。
大
切
な
財
産
を
守
る
方
法
を
、一
緒

に
学
び
ま
せ
ん
か
。
市
の
消
費
生
活
相
談
に
対
応
し

て
い
る
相
談
員
が
、悪
質
商
法
の
実
態
や
対
処
方
法
を

お
話
し
し
ま
す
。※

受
付
を
休
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
事
前
に
経
済
振
興
課
ま
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

消
費
者
展
の
参
加
協
力
団
体
を
募
集

　
食
の
安
全
や
環
境
問
題
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、消
費
者

展
を
開
催
し
ま
す
。

▼
実
施
日
／
10
月
31
日
㈯
、11
月
１
日
㈰

▼
場
所
／
市
民
ま
つ
り
産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場

▼
対
象
／
市
内
で
消
費
者
活
動
を
１
年
以
上
継
続
し
、

会
議
や
資
料
作
り
な
ど
、消
費
者
展
の
運
営
に
参
加
で

き
る
消
費
者
団
体

▼
申
込
み
／
５
月
20
日
㈬
ま
で
に
、窓
口
又
は
電
話
で

経
済
振
興
課
へ

地
域
座
談
会
の
開
催
を
支
援

　
消
費
生
活
に
関
す
る
内
容
の
座
談
会
や
自
主
的
な

学
習
会
な
ど
の
開
催
に
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
５
名
以
上
の
消
費
者
団
体

▼
内
容
／
座
談
会
な
ど
を
実
施
す
る
際
の
学
習
テ
ー

マ
に
関
連
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
資
料
貸
出
、講
師
謝
礼

金
の
助
成（
上
限
２
万
７
千
円
）

▼
申
込
み
／
５
月
20
日
㈬
ま
で
に
、窓
口
又
は
電
話
で

経
済
振
興
課
へ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
消
費
生
活
に
関
す
る
苦
情

相
談
や
問
合
せ
を
、知
識
豊
か
な
専
門
の
相
談
員
が
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
困
っ
た
こ
と
、知
り
た
い
こ
と
が

あ
る
と
き
は
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
事
業
に
関
す
る
相
談
及
び
個
人
間
取
引
は
対
象
外

▼
相
談
時
間
／
平
日（
年
末
年
始・祝
日
を
除
く
）の
午

前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
相
談
場
所
／
市
役
所
本
庁
舎
３
階
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー

▼
相
談
対
象
者
／
市
内
在
住
又
は
在
勤
在
学
の
方

▼
相
談
方
法
／
電
話（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

９
１
６

２
）又
は
面
談（
予
約
不
要
）

健　　康

わ
たしたちの

おお さわ かず お

豊
か
な
未
来
へ

　〜『
も
っ
た
い
な
い
』か
ら
始
め
よ
う
！
〜

令和２年度
テーマ

５月は
消費者月間
です

肩・肘のスポーツ障害
朝霞地区医師会　大澤　一誉　　☎048-464-4666

経
済
振
興
課

（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

９
６
０
６
）

問合せ

植物画（ボタニカルアート）
植物画　のいちご

5月20日㈬～24日㈰、午前10時～午後6時（初
日は午後1時から、最終日は午後5時まで）／ほ
っとぷらざ／花や果実などを丁寧に観察し描い
た水彩画の作品展／篠田☎０４８-４７８-７３１９

掲載内容などに関して、市では関与していません。
本コーナーへ掲載希望の方は、掲載を希望する月の2か月前の20日ま
でに、所定の申請書をシティプロモーション課（☎048-424-9600）へ

市内サークル
などの催し物

▲会員募集は　
　こちら

　市ホームページに市内サークル
などの会員募集を掲載しています。
　掲載中のサークルについては、
シティプロモーション課へお問い
合せください。

こったんせん

ゆごう

けんばん

けんぽうか

がいてんがいせんい くっきょくないせんい とうつう

か かんせつしん

かんせつ

ちゅうとう
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相　談　名 　　　　　　　　　　　 日 に ち 時　　間　　　　　　　 相 談 員 　　　　　　　　　問合せ及び場所

暮
　ら
　し

子
　ど
　も

健 

康
・
福 

祉

高
齢
者
仕 

事

税 

金

　法律相談 ＊同一案件の相談不可

年金・社会保険・労働相談
人権相談 ※1
行政相談 ※2
　登記相談 ※3

消費生活相談 ※5
多重債務相談
　マンション管理組合運営に係る相談
空家に関する相談
暴力団等に関する相談
犯罪被害者相談

子育て相談  

予

予

予

女性困りごと相談 ※4
（男性も相談できます）
〈電話相談のみ〉

子育て電話相談 

教育相談・いじめ相談

ひとり親家庭等相談

高齢者に関する相談 ※7

職業相談
　就業相談

社協ふくし総合相談 ※8

ボランティア相談 ※9
障がいに関する相談 ※10
電話健康相談
　精神保健相談 ※11

第3火曜日、第2～4水曜日
第2・4火曜日
7日㈭
28日㈭
25日㈪
8日㈮

毎週月曜～金曜日

毎週月曜日、第2・4水曜日

毎週月曜～金曜日

19日㈫

毎週月曜～金曜日

24日㈰
木曜日（7日を除く）
毎週月・火・水・金曜日

午前10時～午後3時
午後1時～3時
午前10時～正午
午後1時～4時30分

午前9時～正午、午後1時～5時
（受付は午後4時30分まで）

午前10時～午後4時

午後1時30分～4時30分

午前8時30分～午後5時15分

午前9時～午後3時30分
午前9時～午後7時
午前9時～午後4時30分
午前9時15分～正午、午後1時～4時45分

午後1時～4時

午前10時～午後4時

午前10時～午後6時
（来談は午後5時まで）
午前9時15分～正午、午後1時～4時45分

午前9時～正午、午後1時～4時30分

午前10時～午後5時
午後1時～3時

午前9時～午後4時

午前8時30分～午後5時
午前8時30分～午後5時15分
午前9時～正午、午後1時～4時30分
午後1時30分～3時30分

埼玉県マンション管理士会

市職員

市職員

家庭児童相談員

公立保育園園長

保育士、栄養士、看護師

母子・父子自立支援員

教育相談員

市職員

職業相談員
キャリアカウンセラー

ボランティアコーディネーター
市職員、社会福祉主事
保健師、栄養士ほか
精神科医

弁護士
女性弁護士
社会保険労務士
人権擁護委員
行政相談員
司法書士、土地家屋調査士

人権推進課☎048-477-1513

女性困りごと相談室☎048-477-1835

にいざほっとぷらざ☎048-486-8639

消費生活センター☎048-424-9162
消費者ホットライン☎188
建築開発課☎048-477-4519

交通防犯課☎048-477-2484

納税課☎048-477-1852

家庭児童相談室☎048-477-2865

山びこ保育園☎048-481-5095 

教育相談室☎048-477-4152 

こども支援課☎048-424-9161

児童発達支援センター☎048-485-9783

長寿はつらつ課☎048-424-9611
介護保険課☎048-477-6892

＊法律相談以外の相談の最終受付は、
　終了時間の30分前です。
＊26日㈫の法律相談の場所は、                
にいざほっとぷらざです。

新座市ふるさとハローワーク☎048-477-1859
経済振興課☎048-477-6346

社会福祉協議会☎048-480-5705

障がい者福祉課☎048-477-6891 　 

社会福祉士
福祉活動専門員ほか

午前10時～午後3時
（受付は午後2時20分まで）

毎週月・火・木・金曜日

9日㈯

毎週月曜～金曜日

午前10時～午後1時、午後2時～6時
（受付は午後5時30分まで）

女性困りごと相談員（女性）

　　　　　 〃

消費生活相談員

予

予

毎週月曜～金曜日
21日㈭

毎週月曜～金曜日

28日㈭

第一保育園☎048-478-4928　
第二保育園☎０４２-４２２-３８０３ 
栄保育園☎０４８-４７７-４６２６　
西堀保育園☎０４２-４９２-３１１１　
北野保育園☎０４８-４７７-００３９　
新座保育園☎０４８-４７７-４６２７

保健センター☎048-481-2211

児童発達支援管理責任者
保育士 ほか子どもの発達に関する相談 午後1時～4時

市税などの納付・納税相談 ※6
〈電話相談〉

野寺カタクリ山
◀（市民カメラマン・
　佐瀬智さん撮影）　　

▶（
市
民
カ
メ
ラ
マ
ン・

　
　
　
　岩
井
章
弘
さ
ん
撮
影
）
　
　

▶（
市
民
カ
メ
ラ
マ
ン
・

　
　
　
　岩
元
元
子
さ
ん
撮
影
）

5月の相談いろいろ

5　　　月の休日医療機関いろいろ

▶田巻隆平さんから桜プロジェクト
（ふるさと納税）へ、１７０万円

▶株式会社スズヒロ産業から新座グ
リーンスマイル基金へ、１０万円

▶新座市交通安全協会から市へ、ラ
ンドセルカバー１,４００枚とミニ横
断幕２３幕（３６万５,５００円相当）

▶あさか野
農業協同
組合から市へ、横
断旗（児童用）１８０本
（５万４,000円相当）

▶一般社団法人埼玉県トラック協会
から市へ、光るトラック型防犯ブ
ザー（５７万５,９８６円相当）

▶倉本茂子さんから青少年教育振興
基金（ふるさと納税）へ、1万円

▶青梅信用金庫から青少年教育振興
基金へ、２０万円及びテント2張り
（21万２,000円相当）

※昭和３７年、当時高校生だった田巻さ
んはご自宅の土地に小さな山桜の苗木
を植えました。その後、田巻さんは市
に土地を譲り、現在、この桜は池田小
学校のシンボルツリーとなりました。
思い出深い桜のためにと、この度の寄
附にご協力いただきました。

▲ （
市
民
カ
メ
ラ
マ
ン・

　
　
　
　加
藤
秀
さ
ん
撮
影
）
　　

※1 人権侵害・名誉毀損など　※2 行政に関する苦情・要望など　※3 不動産登記などの登記全般　※4 離婚問題、配偶者（パートナー）からの暴力、性的マイノリティなど　
※5 日常生活における契約上のトラブルなど　※6 市税などの納付、納税猶予に関すること　※7 高齢者虐待、成年後見制度、介護保険など　※8 生活上の心配ごとなど　
※9 ボランティアをしたい方、受けたい方対象　※10 障がい者の虐待、生活支援、差別などに関すること　※11 こころの病気に関すること

寄附ありがとうございます

　朝霞地区薬剤師会ホー
ムページから確認できま
す。

日曜・祝日に開局の薬局

日曜日・休日に診療実施の医療機関　（午前10時～午後４時）  

医療に関する情報サービス 

和光

朝霞

新座

和光

朝霞

新座

朝霞

志木

志木

新座

朝霞

朝霞

新座

新座

和光

新座

460-3466

476-3002

479-5698

461-2226

461-6100

481-0260

472-1288

474-7474

472-6202

485-6788

474-7711

476-1223

485-9788

479-4062

424-3870

479-1313

和光駅前クリニック

野火止クリニック

西 谷 医 院

塩 味 ク リ ニ ッ ク

片 山 診 療 所

朝霞台クリニック

岩 﨑 小 児 科 医 院

宇 野 眼 科 医 院

志木南口クリニック

北 朝 霞 整 形 外 科

はまなか皮フ科クリニック

ひ ま わ り 診 療 所

飛 田 耳 鼻 咽 喉 科

和光脳神経外科・内科

中 島 眼 科

北朝霞・朝霞台えきまえ
エスエスこどもクリニック 小

内、小、循内

内、小、循内

内、小

小、皮、内、アレ

内

小、内、皮

眼

皮、アレ

泌、内、外、皮

耳

眼

3日（日・祝）

４日（月・祝）

５日（火・祝）

６日（水・休）

１０日㈰

１７日㈰

２４日㈰

３１日㈰

※記載がない場合、市外局番は０４８です

日 　整・接骨院名 電　話

３日

１０日

１７日

２４日

３１日

吉 田 接 骨 院

新座ひょうたん島接骨院

い ち ご 整 骨 院

新座みつばち鍼灸整骨院

さくら B B C 整 骨 院

477-6867

278-5614

482‐3106

424-3821

424-3804

○埼玉県救急医療情報センター:♯７１１９（☎０４８-８２４-４１９９）

○埼玉県大人の救急電話相談:♯7000（☎０４８-８２４-４１９９）

○埼玉県小児救急電話相談:♯8000（☎０４８-８３３-７９１１）

○精神科救急情報センター:☎０４８-７２３-８６９９

24時間対応で、緊急に受診可能な医療機関を紹介します（歯科を除く）。

24時間対応で、急な病気やけがに関して看護師がアドバイスします。

24時間対応で、急病時の対応や受診の必要性を看護師がアドバイスします。

夜間や休日に、精神疾患を有する方及び家族からの緊急の相談を受け付けます。

 日 場所 診療所名 科　目 電　話 場所 診療所名 科　目 電　話

予※祝・休日を除きます。　 マークのあるものは予約制です。

日曜日に診療実施の整・接骨院 （午前9時～正午）

◀詳しくは
　こちら

病院に行くか
迷った時など
ご活用ください

NHK 新・BS日本のうた志木駅南口地下
自転車駐車場オープン

自動販売機を活用した
防犯システムに関する
協定を締結

外、内、小、整外、
消内、肛、リハ

内、外、小、消内、
整外、肛、リハ
整外、内、
リウ、リハ

脳外、内、
放、神内

栄緑道
総合運動公園

柳瀬川河川敷

妙音沢

新
座
︑
春
の
訪
れ

新
座
︑
春
の
訪
れ

新
座
︑
春
の
訪
れ

　3月２６日㈭、市民会館で収録を行いました（４月
１９日㈰放送）。
　無観客となってしまいましたが、豪華ゲストに
よる素晴らしい名曲の数々が披露されました。

（再放送）
５月１日㈮＝午後４時30分～５時59分〈ＢＳプレミア
ム〉

　4月1日㈬、志木駅南口地下自転車駐車場がオー
プンしました。
　自転車の一時利用は140台使用できます（3時
間無料、以後3時間ごと100円）。

　3月30日㈪、一般社団法人防災・防犯自販機協
会と「自動販売機を活用した防犯システムに関す
る協定」を締結しました。
　この度、新座駅に自動販売機を活用した防犯カ
メラ2台を設置し、防犯対策を講じています。

ミョウオンサワハタザクラ
コブシ

菜の花

カタクリ

休日歯科応急診療所を
休診します

　新型コロナウイルス感染症拡大に
係る緊急事態宣言の発令を受け、４月
29日（水・祝）、５月３日（日・祝）～６日
（水・休）の診療を休診します。
▶問合せ／保健センター（☎０４８-４８
１-２２１１）
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相　談　名 　　　　　　　　　　　 日 に ち 時　　間　　　　　　　 相 談 員 　　　　　　　　　問合せ及び場所

暮
　ら
　し

子
　ど
　も

健 

康
・
福 

祉

高
齢
者
仕 

事

税 

金

　法律相談 ＊同一案件の相談不可

年金・社会保険・労働相談
人権相談 ※1
行政相談 ※2
　登記相談 ※3

消費生活相談 ※5
多重債務相談
　マンション管理組合運営に係る相談
空家に関する相談
暴力団等に関する相談
犯罪被害者相談

子育て相談  

予

予

予

女性困りごと相談 ※4
（男性も相談できます）
〈電話相談のみ〉

子育て電話相談 

教育相談・いじめ相談

ひとり親家庭等相談

高齢者に関する相談 ※7

職業相談
　就業相談

社協ふくし総合相談 ※8

ボランティア相談 ※9
障がいに関する相談 ※10
電話健康相談
　精神保健相談 ※11

第3火曜日、第2～4水曜日
第2・4火曜日
7日㈭
28日㈭
25日㈪
8日㈮

毎週月曜～金曜日

毎週月曜日、第2・4水曜日

毎週月曜～金曜日

19日㈫

毎週月曜～金曜日

24日㈰
木曜日（7日を除く）
毎週月・火・水・金曜日

午前10時～午後3時
午後1時～3時
午前10時～正午
午後1時～4時30分

午前9時～正午、午後1時～5時
（受付は午後4時30分まで）

午前10時～午後4時

午後1時30分～4時30分

午前8時30分～午後5時15分

午前9時～午後3時30分
午前9時～午後7時
午前9時～午後4時30分
午前9時15分～正午、午後1時～4時45分

午後1時～4時

午前10時～午後4時

午前10時～午後6時
（来談は午後5時まで）
午前9時15分～正午、午後1時～4時45分

午前9時～正午、午後1時～4時30分

午前10時～午後5時
午後1時～3時

午前9時～午後4時

午前8時30分～午後5時
午前8時30分～午後5時15分
午前9時～正午、午後1時～4時30分
午後1時30分～3時30分

埼玉県マンション管理士会

市職員

市職員

家庭児童相談員

公立保育園園長

保育士、栄養士、看護師

母子・父子自立支援員

教育相談員

市職員

職業相談員
キャリアカウンセラー

ボランティアコーディネーター
市職員、社会福祉主事
保健師、栄養士ほか
精神科医

弁護士
女性弁護士
社会保険労務士
人権擁護委員
行政相談員
司法書士、土地家屋調査士

人権推進課☎048-477-1513

女性困りごと相談室☎048-477-1835

にいざほっとぷらざ☎048-486-8639

消費生活センター☎048-424-9162
消費者ホットライン☎188
建築開発課☎048-477-4519

交通防犯課☎048-477-2484

納税課☎048-477-1852

家庭児童相談室☎048-477-2865

山びこ保育園☎048-481-5095 

教育相談室☎048-477-4152 

こども支援課☎048-424-9161

児童発達支援センター☎048-485-9783

長寿はつらつ課☎048-424-9611
介護保険課☎048-477-6892

＊法律相談以外の相談の最終受付は、
　終了時間の30分前です。
＊26日㈫の法律相談の場所は、                
にいざほっとぷらざです。

新座市ふるさとハローワーク☎048-477-1859
経済振興課☎048-477-6346

社会福祉協議会☎048-480-5705

障がい者福祉課☎048-477-6891 　 

社会福祉士
福祉活動専門員ほか

午前10時～午後3時
（受付は午後2時20分まで）

毎週月・火・木・金曜日

9日㈯

毎週月曜～金曜日

午前10時～午後1時、午後2時～6時
（受付は午後5時30分まで）

女性困りごと相談員（女性）

　　　　　 〃

消費生活相談員

予

予

毎週月曜～金曜日
21日㈭

毎週月曜～金曜日

28日㈭

第一保育園☎048-478-4928　
第二保育園☎０４２-４２２-３８０３ 
栄保育園☎０４８-４７７-４６２６　
西堀保育園☎０４２-４９２-３１１１　
北野保育園☎０４８-４７７-００３９　
新座保育園☎０４８-４７７-４６２７

保健センター☎048-481-2211

児童発達支援管理責任者
保育士 ほか子どもの発達に関する相談 午後1時～4時

市税などの納付・納税相談 ※6
〈電話相談〉

野寺カタクリ山
◀（市民カメラマン・
　佐瀬智さん撮影）　　

▶（
市
民
カ
メ
ラ
マ
ン・

　
　
　
　岩
井
章
弘
さ
ん
撮
影
）
　
　

▶（
市
民
カ
メ
ラ
マ
ン
・

　
　
　
　岩
元
元
子
さ
ん
撮
影
）

5月の相談いろいろ

5　　　月の休日医療機関いろいろ

▶田巻隆平さんから桜プロジェクト
（ふるさと納税）へ、１７０万円

▶株式会社スズヒロ産業から新座グ
リーンスマイル基金へ、１０万円

▶新座市交通安全協会から市へ、ラ
ンドセルカバー１,４００枚とミニ横
断幕２３幕（３６万５,５００円相当）

▶あさか野
農業協同
組合から市へ、横
断旗（児童用）１８０本
（５万４,000円相当）

▶一般社団法人埼玉県トラック協会
から市へ、光るトラック型防犯ブ
ザー（５７万５,９８６円相当）

▶倉本茂子さんから青少年教育振興
基金（ふるさと納税）へ、1万円

▶青梅信用金庫から青少年教育振興
基金へ、２０万円及びテント2張り
（21万２,000円相当）

※昭和３７年、当時高校生だった田巻さ
んはご自宅の土地に小さな山桜の苗木
を植えました。その後、田巻さんは市
に土地を譲り、現在、この桜は池田小
学校のシンボルツリーとなりました。
思い出深い桜のためにと、この度の寄
附にご協力いただきました。

▲ （
市
民
カ
メ
ラ
マ
ン・

　
　
　
　加
藤
秀
さ
ん
撮
影
）
　　

※1 人権侵害・名誉毀損など　※2 行政に関する苦情・要望など　※3 不動産登記などの登記全般　※4 離婚問題、配偶者（パートナー）からの暴力、性的マイノリティなど　
※5 日常生活における契約上のトラブルなど　※6 市税などの納付、納税猶予に関すること　※7 高齢者虐待、成年後見制度、介護保険など　※8 生活上の心配ごとなど　
※9 ボランティアをしたい方、受けたい方対象　※10 障がい者の虐待、生活支援、差別などに関すること　※11 こころの病気に関すること

寄附ありがとうございます

　朝霞地区薬剤師会ホー
ムページから確認できま
す。

日曜・祝日に開局の薬局

日曜日・休日に診療実施の医療機関　（午前10時～午後４時）  

医療に関する情報サービス 

和光

朝霞

新座

和光

朝霞

新座

朝霞

志木

志木

新座

朝霞

朝霞

新座

新座

和光

新座

460-3466

476-3002

479-5698

461-2226

461-6100

481-0260

472-1288

474-7474

472-6202

485-6788

474-7711

476-1223

485-9788

479-4062

424-3870

479-1313

和光駅前クリニック

野火止クリニック

西 谷 医 院

塩 味 ク リ ニ ッ ク

片 山 診 療 所

朝霞台クリニック

岩 﨑 小 児 科 医 院

宇 野 眼 科 医 院

志木南口クリニック

北 朝 霞 整 形 外 科

はまなか皮フ科クリニック

ひ ま わ り 診 療 所

飛 田 耳 鼻 咽 喉 科

和光脳神経外科・内科

中 島 眼 科

北朝霞・朝霞台えきまえ
エスエスこどもクリニック 小

内、小、循内

内、小、循内

内、小

小、皮、内、アレ

内

小、内、皮

眼

皮、アレ

泌、内、外、皮

耳

眼

3日（日・祝）

４日（月・祝）

５日（火・祝）

６日（水・休）

１０日㈰

１７日㈰

２４日㈰

３１日㈰

※記載がない場合、市外局番は０４８です

日 　整・接骨院名 電　話

３日

１０日

１７日

２４日

３１日

吉 田 接 骨 院

新座ひょうたん島接骨院

い ち ご 整 骨 院

新座みつばち鍼灸整骨院

さくら B B C 整 骨 院

477-6867

278-5614

482‐3106

424-3821

424-3804

○埼玉県救急医療情報センター:♯７１１９（☎０４８-８２４-４１９９）

○埼玉県大人の救急電話相談:♯7000（☎０４８-８２４-４１９９）

○埼玉県小児救急電話相談:♯8000（☎０４８-８３３-７９１１）

○精神科救急情報センター:☎０４８-７２３-８６９９

24時間対応で、緊急に受診可能な医療機関を紹介します（歯科を除く）。

24時間対応で、急な病気やけがに関して看護師がアドバイスします。

24時間対応で、急病時の対応や受診の必要性を看護師がアドバイスします。

夜間や休日に、精神疾患を有する方及び家族からの緊急の相談を受け付けます。

 日 場所 診療所名 科　目 電　話 場所 診療所名 科　目 電　話

予※祝・休日を除きます。　 マークのあるものは予約制です。

日曜日に診療実施の整・接骨院 （午前9時～正午）

◀詳しくは
　こちら

病院に行くか
迷った時など
ご活用ください

NHK 新・BS日本のうた志木駅南口地下
自転車駐車場オープン

自動販売機を活用した
防犯システムに関する
協定を締結

外、内、小、整外、
消内、肛、リハ

内、外、小、消内、
整外、肛、リハ
整外、内、
リウ、リハ

脳外、内、
放、神内

栄緑道
総合運動公園

柳瀬川河川敷

妙音沢

新
座
︑
春
の
訪
れ

新
座
︑
春
の
訪
れ

新
座
︑
春
の
訪
れ

　3月２６日㈭、市民会館で収録を行いました（４月
１９日㈰放送）。
　無観客となってしまいましたが、豪華ゲストに
よる素晴らしい名曲の数々が披露されました。

（再放送）
５月１日㈮＝午後４時30分～５時59分〈ＢＳプレミア
ム〉

　4月1日㈬、志木駅南口地下自転車駐車場がオー
プンしました。
　自転車の一時利用は140台使用できます（3時
間無料、以後3時間ごと100円）。

　3月30日㈪、一般社団法人防災・防犯自販機協
会と「自動販売機を活用した防犯システムに関す
る協定」を締結しました。
　この度、新座駅に自動販売機を活用した防犯カ
メラ2台を設置し、防犯対策を講じています。

ミョウオンサワハタザクラ
コブシ

菜の花

カタクリ

休日歯科応急診療所を
休診します

　新型コロナウイルス感染症拡大に
係る緊急事態宣言の発令を受け、４月
29日（水・祝）、５月３日（日・祝）～６日
（水・休）の診療を休診します。
▶問合せ／保健センター（☎０４８-４８
１-２２１１）
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広
報

東
京
２
０
２
０
大
会
の
延
期
に
伴
い
、一
時
休
載
し
ま
す
。
再
開
に
つ
い
て
は
改
め
て
ご
案
内
し
ま
す
。

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

〜
新
座
市
は
射
撃
の
競
技
会
場・ブ
ラ
ジ
ル
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
で
す
〜

東
京
２
０
２
０
大
会
に
向
け
た
大
学
の
取
組

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推
進
室

 （
☎
0
4
8-

　
　
　
4
2
4-

4
6
8
7
）

問合せ

◎人口165,987 人（男 82,771 人  女 83,216 人）
　〈＋215人（男＋92人、女＋123人）〉※前月比
◎世帯数 76,010世帯〈＋341世帯〉【4月1日現在】

クイズ＆アンケート

▶応募方法／①右上の二次元コード又は市ホームページ「広報にいざ」の
ページから、各項目に入力して応募、又は②はがきに住所、氏名、電話番号、ク
イズの答えとアンケートを記入の上、シティプロモーション課広報係（〒352－
8623野火止1－1－1）へお送りください。※必ずクイズの答えとアンケートを
ご記入ください。また、応募は1人1通までとさせていただきます。
▶応募締切／5月25日㈪〈②は当日消印有効〉

人口と世帯

ゾウキリングッズは
観光プラザ、市役所売店、
ふるさと新座館などで販売中！

　
市
が
射
撃
会
場・ブ
ラ
ジ
ル
の
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
に
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、市
内
に
あ
る
各
大
学
の
学
生
た
ち

が
独
自
の
取
組
を
進
め
、学
び
に
繋
げ

て
い
ま
す
。

十
文
字
学
園
女
子
大
学

○
み
ん
な
で
踊
ろ
う
！
ダ
ン
ス
チ
ャ
レ

ン
ジ
２
０
２
０
０
！

　
２
０
２
０
年

ま
で
に
２
０
２

０
０
人
に
踊
っ

て
も
ら
い
カ
ウ

ン
ト
す
る
気
運

醸
成
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
、

人
間
生
活
学
部
健
康
栄
養
学
科・飯
田

路
佳
教
授
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
ダ
ン
ス
を
考

案
し
ま
し
た
。
学
生
の
ダ
ン
ス
チ
ー
ム

が
市
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
披
露
し
、ダ

ン
ス
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、学
内

に
は
大
会
Ｐ
Ｒ

コ
ー
ナ
ー
を
設

置
す
る
な
ど
、

情
報
を
提
供
し
、参
加
意
識
を
高
め
る
取

組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

立
教
大
学

○
ブ
ラ
ジ
ル
選
手
団
を
サ
ポ
ー
ト

　
ブ
ラ
ジ
ル
選
手
団
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
で

主
要
施
設
と
な
る
立
教
学
院
新
座
キ
ャ
ン

パ
ス
。
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
選
手
団

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
も

世
界
大
会
に
向
け

た
キ
ャ
ン
プ
で
、

空
手
の
マ
ッ
ト
敷

き
な
ど
選
手
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
支

え
ま
し
た
。
ま
た
、

ト
イ
レ
や
自
動
販

売
機
な
ど
の
表
示
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
併

記
と
イ
ラ
ス
ト
を
添
え
、選
手
団
が
使
い

や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
同
大
学
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
支
援
研
究
会
も
ス
タ
ー
ト
し
、

学
生
が
自
主
的
に
パ

ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会

な
ど
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

跡
見
学
園
女
子
大
学

○
学
園
祭
で
大
会
を
Ｐ
Ｒ　

昨
年
11
月
に
行

わ
れ
た
学
園
祭
で

は
、ブ
ラ
ジ
ル
の

サ
ン
バ
楽
器
の
展

示
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
パ
ネ

ル
を
使
っ
た
写
真

で
大
会
の
開
催
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

国
際
交
流
員
に
よ
る
授
業
を
実
施

　
各
大
学
で
市
の
出
前
講
座
を
活
用
し
、

国
際
交
流
員
の
グ
ス
タ
ヴ
ォ・ラ
モ
ス
さ

ん
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
の
文
化
を
学
び
ま
し
た
。

　
東
京
２
０
２
０
大
会
の
開
催
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世

界
的
な
拡
大
に
よ
り
延
期
が
決
定
し
、

３
月
30
日
㈪
に
新
た
な
日
程
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

○
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
／
令
和
３
年
７
月

23
日
㈮
〜
８
月
８
日
㈰

○
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
／
令
和
３
年
８

月
24
日
㈫
〜
９
月
５
日
㈰

　
市
で
は
来
年
の
大
会
開
催
に
向
け
、

感
染
症
に
対
し
て
万
全
の
対
策
を
行

う
と
と
も
に
、市
全
体
で
大
会
を
盛

り
上
げ
て
い
け
る
よ
う
気
運
醸
成
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、ブ
ラ
ジ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
団
の
事
前
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ

ン
プ
や
聖
火
リ
レ
ー
に
つ
い
て
も
、

準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
引
き
続
き
、

市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

大
会
の
延
期
に
つ
い
て

　下記のクイズに正解して、アンケートにご協力
いただいた皆さんの中から抽選で1名様にゾウキ
リンのマスキングテープと提携店で使えるアト
ム通貨100馬力（100円商品券相当）を、4名様に
粗品とアトム通貨100馬力をプレゼントします。
当選者の発表は、発送をもって代えさせていただ
きます。ぜひ広報にいざへのご意見・ご感想をお
寄せください。

■クイズ　埼玉県で自転車に乗るときは自転車●●への加入が義務です。
●に入る言葉は何でしょう。
■アンケート　①今月号で良かった記事、②取り上げてほしい
内容やコーナー、③そのほか広報にいざへのご意見・ご感想が
あればお聞かせください。

▲詳細はこちら

▲詳細はこちら

（立教大学ホームページ）

（ダンスチャレンジ
実行委員会ホーム
ページ）

　
ブ
ラ
ジ
ル
の
母
の
日（「Dia das m

ães

」ヂ
ア・

ダ
ス・マ
ン
イ
ス
）は
、日
本
と
同
じ
く
５
月
の
第
２

日
曜
日
に
祝
い
ま
す
。
文
化
に
よ
っ
て
親
子
関
係

や
愛
情
の
示
し
方
が
異
な
る
と
思
い
ま
す
が
、「
母
」

が
必
要
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な

い
で
す
ね
。

　
困
っ
た
と
き
や
悩
ん
で
い
る
と
き
に
、思
わ
ず
お

母
さ
ん
に
相
談
し
た
く
な
る
人
は
多
い
で
し
ょ
う
。

同
じ
よ
う
に
、良
い
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
に
、早
く

お
母
さ
ん
に
伝
え
た
く
な
り
ま
す
。
生
ま
れ
た
瞬

間
か
ら
、日
夜
私
た
ち
を
見
守
っ
て
く
れ
た
り
、

色
々
教
え
て
く
れ
た
り
す
る
の
は
、子
ど
も
の
た
め

に
努
力
を
惜
し
ま
な
い
お
母
さ
ん
だ
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。

　
私
は
今
30
歳
で
、地
球
の
反
対
側
に
住
ん
で
い
る

の
に
、お
母
さ
ん
が
よ
く
使
っ
て
い
た
表

現
を
使
っ
た
り
、教
え
て
く
れ
た
こ
と
を

他
の
人
に
伝
え
た
り
し
て
い
る
自
分
に

気
付
き
ま
す
。
母
の
影
響
は
一
生
残
る

も
の
で
す
。

　
ち
な
み
に
、ブ
ラ
ジ
ル
で
は
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
贈
る
よ
り
、本
、化
粧
品
、洋
服
、

香
水
な
ど
好
き
な
物
を
買
い
ま
す
。
皆

さ
ん
は
何
を
贈
り
ま
す
か
？

　
母
の
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

ガスの部屋
「母へ」

「ガス」は国際交流員グスタヴォ・ラモスさんの愛称です。

▶問合せ／ オリンピック・パラリンピック推進室
 （☎０４８‐４２４‐４６８７）
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